
1S201 火気粗瑾オグ Be濃度兜切〇考察

ぽ疇） °隣隧子廉廓史朗，幸操

植直 第25回放射化悌指蛉において．千策における犬知我繕吋'l Be嗅度 (/)8 毎の麦
勧について，長期(/);j,j定成県を発表した。
也堺の各1釦および日本d)各地て’測定ざれている大氣守勺3囀度の月毎の変勧については、
大氣パ規梗な運勧から、おおまかな説明がなざれている。より短かい峙間の観利を行っ
た峙に見られる長期的、雉期的な類ヵに対し、ビ'rJ)ような困戸潤与 L ているかを、気象
浮素 1~ と｀｀について．概杉的に角察した。
蒻 大気申 7Be 日環度虔勧に影宵級ぽすと考えられる主な気象要麦すなわ繹団、
面禾青、風紅｀について．犬如t 7Be日ラ農度との関係セ繭べ＇た。気団について la, 9 峙の
地上天気年｝和 l, /2稔の天氣図型によって俎員されたものを使用した。すなわち (I) H1 

（西島東イ知・冬型）、（1) H2 （移転仕高気圧型）、（3) 出（北高型）、（4-) H4（南扁北
ィ幻型、夏型）、（!i) H' （移勧性島気圧の後面）、（6) 与 (B本痢双圧）、（ク） 位（本州
ィ鉦疇扉）、（8) ら（本サ南沖の他筵）、（'1) F.1, (日本海を南下する前線）． Oo)
ら（本州付虹た通過り前線）、但1) 石（本州南ぅかに停第する前線）、（i2) T （本州引南
和以）である。降水術は日径水青（仮-)、凧I, ついては 1 日における浮均的な／凧向古
ょも’'義幻醍(~/巳.) (!)値を用いた。日降水青およぴ‘風に関するデーク l奇千兼輝加＂
の観籾かを使 I用した。対象難間は1q 80 年 11 甘より l Cf8l 卑 10 月まて＂の 1 年間て••ある。
耗果およが舟寮 糸鑓果の一郭さ示す。千棄1 こおける大気琵gB湊庄グ Bea砂度讀氏はな
鳴水骨幻濯釦 Fし名， 1 L~示す。
大疇麟印 7Be 日環度と気1恥閑係を秀察してみると、底括的には大気碑如e 日

壌tf)高い日（1 ．秋、春に危く、その危くは H立に大ざく依荏していることがわかる。こ
れまて'`対査園における大匂印 7 Be環度ぁよが核分様宝哉初が農度にお•IT る春t7)ヒ9 ークは．

多ぷ虹目され．冬から春にかけて成層Ill から対和困I\.ジェット気斑により、圏麺認i
し了、それ豆移行が高められる 2 とて惰払明、すれている。しかし北羊球の中維度地帯に位
置している訊本て｀＇は、特に 7Bem場合にお‘いては．春とほゞl司環危バlレの秋のヒ°- 7 迄
見出すことがて＂きる。房． 1 に見られるように｀春、と秋のヒっ-7 はH涅に依存 L 7 いるこ
とから、春、のI::.°- 7 （衣ジェ、1/ ~気流のみならずH涅の気珈効釆繕役 L なくてはならな
いだろう。他方犬気か 7 Be 日環度の伶ぃ日は、季節的には冬、夏に多く、その大部分がH1
型ば型、 L1~L3型、 F 塑て•あることが示されている。

大気中 7BeB環度と降水董叫関係きみてみると．大気象渡墾オ 7Be濃度の場合は、降雨
日、絡函後の効果さらに長い鯉間さ芳えてみて1).和切な関係はみうれないように思う。
ミ叫包にも、種々遥子について、先寮 L てみた。
如印には、火氣浮遊急印 7Be環度の日本付虹おけ積勧は、局氾的な因子によるよ
りは大きな気象的なパターンによって支配されているいC7)と広えそうて＇、ある。
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1S202 恢成1こわけ 5 丈氣騎水中の~')加、向誼/(つりて

（気紅快灼）杉打瘍°広搬魯C

佗表大気ぬ這朽）トリウムの汲知 I旬 l てJ"j. 1足麦．中性 3放和雑墳祈汲、 ltょ，て別
傍ざれて 1) 3 だ吋で． A 気ヽ降水中のトリり碑1かわ凜度ltつ 1) て 13. lすとんも報含例
がな）。このよう 1C. )..')ウム 1司佐イオの規困砂券勃l1 ぼとん｀C知られて 1) 7j I) 0)が
現紅m ．れたも,-;r.気fjを迎じての手が笥蒻‘返の一環と l て．原す，あすv斯i足にあ lぅ 3
いウム）司iむわ降下量．古⑰屹表疇坦急中の卜＇］加叩1本濃友の研砲を行，た
ので報皆すJ.
玲成叩．詞／が叫絲器這 I). /ヶ鱈吠摩を 3 とのて採哀した。ーオ、

地上イす迩の大気i豹紅為1J.ハイボリュームサンフ°ラー（茂号： IOOOノ仇ら―')を 1所． 7’'ラ
ズフ了イバー汐我 (GB ー／00 凡）上 It_捕｀応記騎水し大気浮世厄戌財和採淑弟柘Id, I珈
年 3 月までは東京（高吟），／9J0年 4月喝史ぱ．研咆所の衿転 ICイ季＇）．祐波であJ.
応が大気籾瑳試叶豆）て l3, I？ぬ年 4 月から 5 月 It.かけて，海上(-30°N、Jl/- 7°E)

でも採応記
トリウムが成 1む叩項疇和1 翫 lサ逸醗翡虹パ． 185 れすc 残＇痘 Iコ． 6

，，，4 炉淘暉液I[加秘燐隋L•た。鋭む訊 Itよ').)-.'} Iケムを炉のす叫／バ" b'5 分紐
した緩、 5"む3 ざ m,,.(£吋紅紐浚l蒻箪士せた。イゾ 7° tJ Co'レエーテルを吋り．爽媒抽武
沈 1寸慮豆）のか）記叫目を認乾瞑｀ざ一が諏認遁fむせ，玲イオコ交
鯉籍（ Dow夕 lX2)It、トリウムを吼羞させすt o q m4 ふ迄暖燦知'.''I-リ＇う繹讀釦した
伎． j... ‘l ウム函lj; JJ N 

ェク）ー 1し -2..,“ ‘ 
一, E 2 5 

屯酸(.2.0 □ 高知図 20
と-h'L. 叙如コ邊 ~ I 5 

ぷした。
大紅紐和卜
りウL.河分析It li. 

）が可 l記載粁臼
びりて呵 1) た。縫し笥
暑乙~.約 10千叶に相
当す 3.)大疇麟
珀拇．が叩苅
酸臨庇．戸応毀
碕頗した後． 8ゴ
為酸茅浚l碍讀し
険イ穴ン譴樹釦 It] I 、大気，降水中のトリウ L、i影史
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這l た．怜，イオン泊雑慣こ“(_たトリウム 1ま．q，，，，必立酸粛知湘艇で。J..')
加，の画お＇3. 伐虹遭ふセ後，ot-i訊い疇℃ふ＇）ウ碍伽和が骨環舟
L た。

哀守，よ·ょ叫紅心叩，冦紅．玲水中のド）ウム辺ぇ滉知紐紅這 I /[汀。
,1, IZ み (7 3 トリウt., 23とり年1印降下骨 lづ、 If咋 IC. 76月ぷ汐ー／， If'lf年 1C. /26A9ず
ダ，／9卯年 If.. IIらグJ ”2 y... (19肛年 I1 患復訊象釘籾斌加がた．）であ，た。統
浪で l 'J'. J no 年の年1匂踏F景が．叩，后汐-I で、東京の約和クであ 3 口かわかた。
印＜和のトリウ心0とトリウム 232 吋汲射能比 lj •年 1匂り和這t l て． o.qへ 1,3 であ
？た．一方，降水がのド）ウ L\ 228 とトリが立32- 0)放1記を比の・年 1叩平衿祖！古．ぇ，た
研で＇'}--リウ L, 2胡がかか）｀畔/1( わってり 3 ことかが＇った。
大気中のトリウム 232.の平均濃知． I？7f年 I'<., グ、 I«ni后3, Ifあ年 Iて， 0． 9f l1, Jn-3

1ri1年 1-.: 、 O. I/ ng石叱、あ 3 C とかわ b’ ヮた．大気中の日ウムユJO とトリウ A お2 の放

紺そ比の年平t箪l.l. /,/~ 1，えであった。了た大気中のトリウ A 2埓とトリウが平
の放杞か碍わ直-;J., 2, 夕～ぶ¢で．隋オ立 l可41... I-リウム 28 か、づ‘fa w軸 l'i:.存
,Z.tJJことかが‘った．

大気中の1- `)ウムと．降水中の卜＇）りムとの 1打イ合さ吻ぅふc す 3 ため． トリウムの）4 Iり
麻F邊と．大概中のド）ウり）科］印濃年7屯ヽット L itと.:::. 3, 哀，）正の組］か立
す3 こ℃かわかた．

大鮒中t"のトリウムが挙釦．更I~ 明らが 1こす 3 たの大疇麟と記辞l薩知
緯怪I冷が3 ド）加）司（t納誼捻｀硫．大研芦患喝知3/ク戸mL:J..1:., J尻
ぃ，『 43丸um J 3.f ~I、伍m J I伍m 以下のか段暦 IC わけた。 I形1年／え月に採
和花大気浮滋蜘千につ 1) ての分折祈果ど叩 l('. 示づっこのとをの．大気＇中のトリウ A
平｝農知． 叫 ,;;3 であった。 20 

揺中の日厄 23三．加径 50 r-----, 
の大項Jか辻疇在し， l日 1 1 

2'~ 示されてり 3 よう 1こ．令4本 —, 40 1 1 5 •• 

のI-リ加年心％が．紐 E. I : 
応以丘双豆 Iこ存在しT\..。 : 30 [ II I 10: 
ーカ、/-') Iケ A 2芍とトリウ

ム 232 0)和知lっ．莉角かず 亡｀ 20 V { IV 二！ェ一 5 ; 

ドm ↓、J..上の沿屁遠令 I~ 1~~ ~ 
図 10

1 であらが莉角か）｝、すく乃 3 .,_---9 

｀て放射能比 l1大をく的 。し---：ロニニニニニー。
心m 以下の）国立‘ば 1qと 1 5 10 50 

いう，鴇り植に存っ丸 Particle size, ,um 

国 2 大知中のトリウム同佐は汀釘が碍
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1S203 地下水中のヲドゾ含有量吏勧

（甘濶這） 0痰多シエー八初•長谷111 囲奇．帝沼英夫・吉疇江・
山曲忠典・逗定・中村恭ナ・知奇禅•いわ吏

l.峰言 地康発生に肉すぅダイラタンシー・モデルによれ l式地下茫動に伴な
い地下＊のラドン含有青に変勅が見ら~l...る．現在＇東海地方とくに静岡県に 1ま大規模地零
登生戸可＃韮が＇大きいので‘，．各方面からの詢全・研究が｀行われでいら． このた砂静岡県
にあ‘'1 J地下水（主として堺井戸）こ吋象どしマラドン食有世き測定し，地索 1こ対す）肴
房｀井戸さ見出しマラドン食有骨要動さ＇席吐即1 す）こと 1よ地．常袢 I二肉して＇艮如I9 奎要
な意表さt.,. すかこ二，三の樗陶(,.よリ自イカ観測が‘行われているが，テヽヽータ追井｀に多
く＾困難が｀寺Bヤされかヽ｝．われわれば可 1もな浪り多く叫駿測定点て．、のテ｀ータ I こよJ. * 
(I)ー脊要勧さ槌いにめの甚礎栓計さ 1q?()与末以東南姐 L) 250坦き、のうドン食布骨む測定
しで (IM泉叶叫），県内地下＊の概釦ラドン含滑令今序苫報告した (1 q 31 年度 B 本
畔疇念与会）．そ疇果，紐‘料の平均ぅドン令＂として 3. .24X f{)ー1°C i/L が爵られ，
直料の 60厖が (1-5)X1D..,。0／ぃ龍OOIこかt::-。地墳分布',,.,呼徽として（太，西高t位の喰
向（岳南(0. '7 3), 西叩豆(2碑和知7}, 和豆伝． 72),鑓（ね釦10..Oc i/L) が見られ，が原因と
してヲドンd)‘兌松的なi認知｀•あ 9 甚盤岩石0)差（サ追甚荏岩石て・ラジウI.J.,•食育骨小、J
咋 I太（まとんど＇准積、層）ぁ‘江風化生如物（土邁）0)粒度の差（東卸 lよ｛まと心｀唸岩がもの．9
語r は泥層が硲逹）によらものと考えtと．
そこて-,静園た学楕か原井戸 1こついては 1q 80 年 12 月以陪毎日 1 回の也、吐麟＄） i rこ典
砕60勤I::. 9 いで少べども 2~3咽ごと（静が国 1 酋竹 1こつヽヽ,(まい）這輝取さ
応でラド｀ン含有世史勤0))ぐターンさ蒟へ＂うこどとした．p凡電卑度疼存岐食½,*遥
などの（王力＼> Cl―、 Br―,I`. Fなよ幻｀版などの令布世 l1和セ？測定した．
今回 1ま，現在乞でに科杵て“ぎた要勧）ぐ 9 ーンが痔微 Iミつヽ、マ概餘さ蔀告すJ.
2. 試料水 静希地成（11 勤） 9 ⑮士山用也（t.,))西伊豆 (13)) 大井 111 泣成·牧 9
屎 8地 (12)}

中遠（ 9)，吐（8) 謳 ~[ ~ 
について）定営
的培＊（し力 I t J:. 
水追のように主
冶Jぐ 9 ーン 1::.A

ラが少な＜で比

乾的為未世の多
いもの）さしてI,\

らものを可能な

浪リ邊んだ｀，

（地区］令恩）

Rn ：［皿
(1が C゚i21:[ ::{ ば塁～よ）平均

ビ四：。［こニニロニ
地下水のヲドン含有量逹続測定（静曲丈労構内渥井戸）

／打たえ いつ 1 よぢろう・！ネt__tがわ く(::.ひこ・すがぬま ひで＇、お・よしぢか ひう之・や
呑武か きよ 3 リ・ち｀ぁ、こし みの各． T~ かもうきようこ・キせざ’をiこと・むえ付かずが
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| |沖i’i仕 I

□ ”け井所在地
• Rn< 3XIO℃/f.., 
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IIIIIIIIIIIIIIII IIII Cl，生界 I
冒

JII 

」
0 5 JO 15 20 25 km 
I■● 9, I l999, l l 9 9991 

3. 緒果ぁ‘よび君賓
測定翔向が｀t豆いために，シ切定

的な痣裔さ述べ‘む~と 1まt'き石

かっ瓦今1BI きつづ｀ざ渕定さ

行なうこ~ I~ よ 9 有惑舟戸さ見
出すこととした\A.

1) 飴囲大学構内源戸＊ lこつ
いて磯知 121示しにとお、リ 1

冬今と夏今 Iッ Iヽざい 1直を示し，

雨舟との向に相内があ）よう 1:..
思われ~. この喉のテ・｀ータど L

？ば少くとt月平約 1直牲方f 4 崖
向d')｛直を用い｝，ク営があうよ）
ずあ―;.

2) 県内各地につヽヽマの仕岳の
うぢ，ナくと毛 1 咽ゞとが沙l足
＆炉た詐渚地t知t1)デ｀ーダも図
沐 L た． ラドン食有令要事加の首t
囲のセまい井たが見出セれ，こ

れらにつ、｀て剰定さ＄もr うこと

が啓｝しいと汚之シ．

如
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ラ§‘ノ含有量 竜年度
( 劾即圏L,. (茫鬼9等
3.(1記窃／t...2.03(.2.%)
3. 3 9 

(f.'i.2. -0．ヽ？）

1 、44
(i.i3- 0.、？）

1. </ 0 
(f.12.-o.'? f) 

4.6? 
(f.30-0.?5) 

3.01 
(1.3 1 -0.?5) 

7.io 
(I•32 -0..,q) 

1q 3(4累J

211 (1%) 

＂午 (3ね）

233(11%) 

”7C2%) 

＂3(？名）

千り0
"'.2.S-0. '10) 

5.~5 
(f.13-0.68) 

456 
(1•1?-0.75) 

？．？ぶ。ぷ7) 1、9f2 (19笈）

3~3 (?%) 

.2. 1 々 (I泣％）

1,?22. CS厖）

：：｀日234
ラドン含有量の月差動（平均 1直に対するシ農席比）
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1S204 天然水中(J\点 □ニヴム m定量

（寿丈理） ご影尻ェーJ＼郎・昏沼英夫• O 大趣実·渡辺将隆

1 一緒言
近年行なわれている北下水、中のラド｀ンによる北霞予知に関連して、代ロニウム(}\定蜃ね

~O\醗核種て・忠るラドン0\丞痣茫藁去（ 2,s p。)、L してモ急袈がある。本研究で．‘（さ．代ロニ

ウム0\分雛・定量宏ヽ乙してジ今、）ン錯林玄閂 l ヽた豆唇課狛怠5去玄蓮用し`.:t也比条件(}\埃剪臣

びメンプランフィル 9- 玄用いた菰托0\前環縮玄行なった．

2. 実駿

(2-1) 沢ロニウム0\ 1虹迂去銅うナ‘) 2鐸体[ Cu(HOz)』ー四塩仏使素考睾謬るPo
叩虹認紀中玄夫定するたぬ（こー 2IOp。玄卜しーサー乙し乙用い、 F,3.-1 ［ニホ•Iする 1艮‘乙う団間

` HNOョ臣ぴCuCHDz),,_-cce戸覆蔑玄要化エセ拍出圭

吝釦定しだ。

(2-2) 前遭縮ぅ去 メンづラジフィ lし 9 ーによる前

濃縮のモ的遠酸乙して米逢水に末加し花p。()\回収率

に文謬窃配鯰pH ｀切漆加量柄置時間パ影響玄
詢べ色。乏0\請作玄"Fi::i.-2 （：：示ぢ。

dil, HN03 20ml cuCHDz>2 in 
210Po(2~5N HN03l 0.1ml CC14 ~ lml 

三activity measurement 

Fig,—I Extraction Procedure 

tap water 250ml 
• 

add 210Pa 50ｵ I 

add ~e3+ soln. !ml 

• 
adjust pH8 with NH40H 

• 
stand 30ml n, 

l filter with TM-2(0,45ｵm) 

/ 
Filtrate 
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Fig.-2 Preconcent rat ion Procedure 

3 結果即疇架

(3-1)Po 叩帥ね条件 (i)振こう聴闊：今で振 L うし乙実鰈玄行なった。砂桔即0

灼以、上振乙うすれ 1#‘ 嘗q3幻）よの抽比華ザ得られた。 (F;8`-3)( ii) HNO3：：農寝：正珀血臣

び逆珀盆乏行ない、両nO\璃合と毛0. マ N 乏長慮恥抽比率玄示し色。ま在 2N1鳥に（こ危る

、乙ら(HDz)2 が分臨されごしまうため距比率ザ羞りする。 (F·,3 、 -4) (iii )CLA(HI)か邊度：

濃度にぷっc::1お知率（謬紅｀啜化せず 2.x 10- 1,厄t:> \/1 l火こご下、れ（す臼冠‘訊る． （ F厨5)
(iv) 柄智金忌 (a)Pb 、 B`1 は IOl'v\評＼玄加乏も訪智なし、 (bl宍危cざイオンは 6o ppw.（こ危ろ乙

はたえいつ（さちろう・すがぬまひざ否・ホポこし沼(j\る・危たなべまざたガ
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昧習 (C)A3.H3 （さ鐸体食定なた疇書 (d)醗傾）叩店在する戸ジ今→ンガ｀分熙される。

(3-2) P玲眠農徳 Ci) p H(]'\影響・• Feぅ＋玄去mせず｀（こp H 芭 lう玄要化させ包需合、

バラッキサ大きく、回収主（さpH に百合乙‘依危仕ずに本迫本中に含まれる欲粒呑に応きく影

嘗されるご考えられる。同様‘(]'\実醗玄批水て行なった結果｀回収差は大きく痰‘汎、pH
叫杉饗玄甕られなサった。 (ii) Feぅ＋；念叩量(]\晋渭f :妹麻ぅばん［F砂叫“SO心遠出幻
玄水宅液こし z 、ま色 1 N H. NO至咎液として試瞭したザ、 HN03~兎ぼ命ザラ戸過に時隅が

カ‘ガるが）やぅツキは I]ヽさがっ把．弐豆氾量ザ2.om3 （こなる乙回収芸冴藻‘'ザする0\は、 Fe.3+
(1\抽比へ疇刊恥直えられ、i釦は前（：：：ヒドロキジ Iしマミンて還売する乙良い回収争が得ら
れた。("Fi~.-6) (iii)散置晒薗 0~2時間まて叙置咤間玄禁え乙行なった結果、 1 時閤古

過ぎるこ回収睾廿或IJ-した。これは` p。 m器壁へm 啜着(:::.よる乙芳えられる(l=i~.-7) 

Po 含有量（絶対値）の末定主についてほ只今栓討中乏芯る．
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1S205 オーフ°‘/)やげ）レ法によ釦叱表面よリのラドン放出長と洛の
輯的変動 k ついて

劇公寺（考註這紅乗文正（露双1)、石井忠（山鱈双D
副堪逗、牧廉行（神エ試）村旦恣知雄（北里大衡生）

シン今レータト）レエン秀陳 C ~o 11112.滋剌史］やイア）レに入れ、松ととったままうド｀ン零
囲気加放翌するとラドンぶ帯ねむ。これ正液体シン今レーション h ウンターロ用いた
穫合計敬去lくよると!5 K 10-1呈／父のラドン枢測足fき T- プンバイ了ル法としんでい
る（虚ム双込4 投稿中）。検史されたうジ加ムの一定量と用し＼ラドンと癸生させた
訊糸、ウラン鉱山紅痕い入れ紀親縣、ウラン鉱山店どI(B いで庚験峠凋いc.v
”以下で再兎股よく虎量tきた。
図に示したように-J:-1 OctM-、ぅ繁さ 35⑳くらし） CTl穴樟訥2.ヶ所k垢り、二札0 才ーフ'

ンバイ了）レと源則と L75 日間放置した。 52年6 月i0 日よ 9 5牛年3~11 日まで2 ＼ヶ
月間にわたリ測定環親した。同時lく気圧、気温、薩頚量も末めた。p寺1, は国蜘おくれ
印恥答や雨応ど｀仇ため、早く引揚げた場合もあるが、）やiア）しから、萎登する卜 lし 1 ン完痰
汲lょぇ粒、して cp1>1.／辱として訊準レた。
これらのデータは、 沢のように処理l て高武フーリェ麦捩訊こ肛 L\ 、ラド環度

C cp幻／母）と気五、気温惰繍量虚互相関と求めた。 (1) 1回囀lj足（ 1・データ）

ooeｷn vial 
holder 

) wood stick 
) filter 

paper 
) polyethyｭ

lene sheet 
) paper disk 
) soil 

Pig. 1 Open vial in a 
test. hole 

期閏k. 58閏とする。実験肪仰心により、これよ
り長い場合も短い場合もあったが、例えば 6日閏
履喋値kA 、つき‘'OI 4 日間履牒但麟とする
ヒ、はじ｀めの便kA 、つき‘‘叫直Jc (A +4B)/s と
し、すfJわらぅ則史値直 lj刻定期間叩いっでも同一値
左示すと LI う 1謙である。 (~)20輝釦デ
ータ牧が必要なため豆＝ 128 、点（約 21ヶ月）と
用いた。（八）気正気過は 8平均値仇 5 日間の
約とり期間伽代表豆とした。またラドンぅ農良
気圧、気羞棗輌量はどは単位が異廷め、計算
麟専上、こ叩肘間内に得られに各デ｀ーダ瓜最高

値遠庫と呈ひ｀、 こ叩い loo 埓·/;J-して同一フルスケー）しにデータ k 打 3 え（処理し
た。以上幻栢午で骨ら昴値とフ°ロットしたも仇が図公で｀ラドンラ農度（ c圧／均）、気
丘（、吐）、気喝(0c)Ol 変化却示し 7 L¥ ~。二れら仇伍とコンし°ュータに入爪フーリエ
変換いおこはい、つぎのよう↑魏課ふ得Tこ o

(|)ラドン濃度と気圧、ヒの関係
桂軸1く時間（日）、旅輯湘五相関係数む示した。吋聞 0 で相互相関條数が約ー 0.4 で
ぁる立から、同角0\間には逆相関があることがわかった。綽かな気圧愛動があ繹約
認0日の大き T訂翡月 1ミしたがっでいる。小さな変叡（哀ランダ‘ムに現収［いるが 10 日～
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15 日周釦季節麹1こ相繹関左もっている＝とがうかがえかしかも時間00位置で
液形峰のどーク鱈す：：：：とから、ラドン環笈と気圧瓜変勅豆閉には時閉おく紅rJし＼
ことがわかか

(2) ラドン景良と気温との関係
(I) 疇形廷ちょうど半周期す＇らしたよう如約誌した。時間0で相互相関係か酌

f 0.35 乞示す：：とから、両角叫月に中三相関鯰つことがわかった o 見戸揚令と同じ‘
ょうに約360日幻周期ともら I 年間0)変動とよく表わしマいかしか l (I) と臭ほ諄、
謬灼9変勃があまリみられぱいことと約ら 0 日0)おくれがある二とである。言 LI 愛紅‘
気虹｀上がる約50 日約にラドン濃度西ークに達するといえる。：：直恩環味わ渇
史で’わか
つぎ｀に気配疇闊相碑叩とってみると 50 日 ~60日おくい逐諏閲乙元す。こ

(/)ことから気恥知{~約2. tr月おくれ直釦変勃がわこふ。げ似虹疇環夜
は気該勤1こ大きく影澪さい這ぇれは‘9.t.詑叩犯殿(/)詑朋応←影駆笈勃叫抄誓謀
麟岐扉て凡ぺ｀てグぱい o

(3) ラド＞環戻と蔭雨曼と 0) 関1糸

0 0  10::]口／＼：
三：：／□

60 

:
"
p¥
1
m
m
0
3
 

0 1 9 9 』 9-'’‘』 9 9 9 9 9 • 9 9,  9 - ,  

J ASOND J?村 A½ JJ A S O s DJ F MA  

1977 1978 1979 

渕定期間印恥叫火叩麟量とラドン
景夜 K仇関孫銭閾べ／直相関 lむ砂れは
い。しかし東京におり降知 l0恥
訊と4月～ 9月の 2 邑介してみると
夏奪介方が冬今いい相閲い示すよう
であるが、回帰醜誌めが認‘坤胴
謬 L ていfJいため就計処理ば行わばか
った。さらに降叩影喜蒻蘭謬に 1 J..:t..
索庫邁［ゃ含碑認も飼L てし1く必
専がある b o 
,
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1S206 トルエン抽狙ー液体yJチレーJ3 yカヴンター法によかげト

・ ロン定量に関 3 り扉兒
（着陀立大． 11) 0平天肇、堀内公手、中尿弘運
（北星大・衛庄） K拉條紀雄

（緒言J天然旅身繹元蒙ラドン/J卜）レチy錆りけ蝉肩棧容媒によく容 lJる。：磯賃£
利用し 1. JK 中に含 1 A 0 ウ 9 ン•9 グウム系列の平恥の定量 1:.. mRn をトルエ直勺農緋
抽出し痕休シンチレーンョJカウンターによっ 1放射能も別史｛るガ法が用し）＄孔 1 い虎
本実験では、半減期が55、3秒と非紫に短かいトリウム茶§収戸濯（｝火屡トロン） l: つい 1
同様な力菰危月い 1 定量すわ場合の定量条件につい 1 校討した。ふ吏験1ば、 Fi~.11：ロ
壌変系列 1` 、
ll)扱射平衡にあるトロンと:z.16Po の 2紋他の放射能も別更し 1 定量げガ孟
(2)トロン L all, r。が叫blこ児全に療変し 1 ガ‘5 、 212怜J‘人千が放射平筍に連した後 1 0畔能
"l 定し 1 定量り力広
この二つの定量ガ放につい 1 検討した。

Fig.1 Decay of 22ORn6竺y2po-;又x10-7S
220Rn~玲6Po_;:_五2Pb_!!.-...l1- 2ai:-;0.6m ~ ~aoaPb (stable) 

ss.3.--- --o.158s : -l0.64h a（盗、・208Tlど

〔吏験） ／iポリエ今レンビン中に虚巌f pf{をほ lぶ／に複l
嬰した”湘，＆，杓ぎャリ r.. t含む既知濃笈が29Th水容液を、
?504心、双l＾鷹朴シンチレーター(ppo;.o¾ J pop op 

叫）卜 1しエン芳煎） so lfli tlJ吐． IS.．例間啜問信直する。沢
に太リエチレンビンを 1 分服少J....t扱こうし，振こうし終，た ポ°
時間も炉0 とおく．；だに卜 1し工パ年 Fig.2 1：元、f □‘爪舟る阻 差
い 1 測定/\イアルにガ叙し｀謡，とうし終，た時間t=o より、 チ
分取し終るifの時間（力‘鏡時間）危麗た．（gぉ卜 lに［ レ
直危厖！足Iゞ 4 f lレに仇‘j又 !d 暉 IJ 3~5翫｀‘った。）こ町祭 ：、
這曲閥嬬甫放の温瓜を測危し，ぐ 5 に測史 l\□（ア 1レ中のン
派記ぴレーターの量も應定しに。ま［用いた庄行訊瘍派
の濃笈/j、あらjJ‘じ炉吼水洛飛2以も凋虎バ 1 7 Iレに以、
~ $ I、̂インスタゲルも加え液ルぷyJチレーシ9 ンカウンター
渭定レ 1 おいた。
（綽果考寮］ ll) トロン乙 21~ p。<I)扱射範左測定し 7 忽暑｛りガ法
ト 1しエ直の放紺馴威‘虔祉線を得 3 ［灯、§.長麿命顧を知I くじキ威崩絋 3 幻、［炒
のトロン 0 成ダ・が屑 5 札¢。壕こク明贋 1 分、外邸睛問 8［エん秒の条件 1’｀虔験を行ない組
現I性と定量性を鍋べ‘た蒻見t Tob le 11：恥た、表乎ifJ A知）は炉0における的麟芯3秒
の成分の放糾彪値 1· い、紐n(COI) は、紺曲の虎1こ各組周 1`、トロン頌‘此乎俯幻約立っ 1
いうと辰定した乙さに和思ご孤ク、i直1`• あな．梵測僧乙子偲他の比は、手対／公旦： 0， 0仏にな

/
 

↑
測
定／ゞ

成 レ

ノ
ー
ァ
｝
｝

Fig.2 

ひ s こわはじめ・ほリう 5 をガこ・凸＇かは5 ひりガ 5· む 5 ヵ‘クりをあ‘
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し）印紐叩いこしがね‘ンた．分饉時間を／定にし 1 棟こう時朋を 1 りガ‘$3 分訂｀｀愛

ぇ 1 突撃も化にか‘｀ ：の範圃の時闊むtf l叶辰とう肘闊<f)影'闊綬務fさるこ2'...ガ灼か
った。沢 l:..ARhl0)IARn(CoI）の比燐‘儀吋爵による影僭をF,9.//- ／こ示し E. ：孔ヵ‘.S ARfl(oJ/ARn(cal) 

叩3分釦鵡に影僭そ A りこ L がわかった。
(2)叫屈臼）鵡邊も彫定し 1 定量すり以
卜 lレエンが月 0長寿仰成分の放射篠．煎衰枇練£屑ぶしぷj。分複媛212P妙kftf)成11I ガ恢射
平患l勺を 1 5 l(.闘蘭少人崎ば乎威期 9{)、i心炉呼b <f)成分が信 5 州た。振とう闊間 1 分）分雀
叩114 紗 0 条件 1虔駿と豹ない再現釦足星虹翡べた翁果い Tab|、認 lこ示した。灸
中の船叫 Fi}• 5 に尿 江．ableI I I —·ー一量• , i, DECAY CUR--;E OI 叫n

言r2.]）］［言。4|8824
逗叫n XARn<cob 呻ct of separation ti西
（ぶぷ：212rb と卜日ン 10 

囀変定数）史測値と
予想也加3 、ぴ］ g 
碍土 0.06 になリ再免

性のよいこと力＼叫‘,
た。
以上の結果ょリ、 l 分
間此の振tクを1,{f6
い、分偉囮闊乞一定1 ：：
す 5 ことによ 7 1 `安 ゜・1゚ ， 60(翠C.)120 180 

測放紆能値1こわり足， 、 Fig.4

諷牧1‘‘補正な加える
ことによ）、本｝去 1· 卜
n ンを史遼すクこ乙が
イさた。
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1S207 ：齢にン十し一シコン1i7、ランタによな上痕わ R(l_―ょぇ¢ヶ光量．

（（財）日パか莉也ンター）゜上叩戯疇“こ這立氣口英雄
（原研 RI即訊） 呉口正恙

1. 誌言 : ラデウムの紅濯］いま謬炊麟されて心。 0)厨．最必皐Iミ
おいも］広加和欺う疇があり．麟扉鱈バ炭で行 L蒻苅狂碍l知
輝‘されて来K。欽 2 11麟シンナレーいバウ＞ダの利麟着且 l. 嘱l|む彗疇
康炉麟虹扉ぽた。t~)l3> その后見JK辮杯っ、＼ 111 掲イオ文疇fE 恥ヽ
｀ラジ1 ムパ紐•違・紺製を行い尉脂tそのj iシン今し一J t爽疇l足届岱に封
入し頂）度］な簡履［和得立T文。か回 I1 てら戸祀料への道L用 E莉ばれたバサ麟
する。

え、哀菓： 上紺諏髯即皐上奇和誓止疇界され疇J:..で、克麟炉、 14?
”しのふういを通っ R もり、J 13-1 化原隼鯰や土巖這｀｀試料•Im域 lか l
険幻町票を紅砂＇ほ応し卜。｀ ｀武這仄疇カラム 1文よるラデウムの濃
詭澤疇庁、カラ豆姓製す砂 1ミ直lTて EP 丁 A 鯰最釦叩丘遺叩'3..l/3久，，
ゃ‘Ra 卜 L ーナを恥いて廉討＼に扉 I1 弦翻褐イオン文揆武詣（松 o-RJ Atrn> Wバ）
を 2 M-N逗毒戒で似翌遣覧使用した，令休のか肘操作と見 1|こ示しT，。
弓ジ白幻）舟）史は応蒻 LB-1 麟、シン今レーラヲ＞カウンタドより行い、炭l芝：：：イ

了 Iレ 1.1 / 00 仇（テ 7 Iブ＞畏、＇．｛了 lしを用いド。

ふ給足 . 土痕り 来ー1.. 
(pCi/ g) 

Sample S - 1 S -2 JB -1 

added 226 Ra 50.4 

found by 53.2 士 0.5 2.7 士 0.23 0.42 士 0.18

normal count 50.5 士 o.s* 0. 72 ** 

found by Cl.•~ 5 1. 4 士1. 4 2.8 士 0.31 0.65 士 0.15

傲千す 3 ことがわかっド。 coincidence 48.6 士1. 4* 0. 72 ** 

226 
* recovered activity of added Ra 

** Geochemical Journal,vol 5,151 (1971) 

うたすぎまざき｀ざとうかねぁぎ、おお 11 l fJわゆざ、ひぐちひでお、ゎぐちiさやす
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ーえ」攣げ卜り叩、一方度ナトり砧款肝
宏iニッケルlレッ塁印約しん翡＼て公蕃·が終
了する。ラダウム 11東祓釦哭に虎戻して可
麟パ蔽羞、ウラン．鉛、マル迂·VJ埓 9
這灯‘護極訊雌劉碍い幻謬わう
紅灯‘っド。
fいぺ麟恥っムkl1 隣譴l製
＼口輝悶）を用い、約 24／か吋紐天、
紺樟虹袂＼ K‘、遠ー、クエン豚殺度t
o、I) r H 'c. L 、 rH t 40 とする：：： t lてよ）｀ sup. 

ぬ6 二戎IV メズ＞バ脊知いてスクざ • 

れかつ｀ラ巧り彗叩饂訊3 こ
t t麟 1ベ・又｀ o、吐 MEPTA による
籾知薗｀汀虹ふ輝l fJ＼ヽ水 sup.
索if ̀ i  p H も、 0 1いわ:: tガくわかっ • 
知的扉豆達知、、て心和
紅あ成すな。
履戸炉7 ムり応因珈に知炉ヶ

しータl. I DO 戌 9も｛了 IV K封入＼、ぅドンの
な欲碩枡っ 1蚊l f-<.。この呼．屈揺寸の水、
総、ぅドンの緬が, 7,-:;..ケしーダヘの砂
行 K大そば景渇紅たることが表炉叶レ
~I~つ、パ？卜 Iしhヽシ雄柔訊fぷ］輝中
K疇遺 l て L‘ くこtにより `1\l T'-ラ
に l謬ぽー夜汲食でい／午し一？噂
＇）、う凸ふ埓滋紐1か直畔と
示 l k。又、必い繹矯くたわ、叫 Bir..
叫 r。I)コイ‘.,... yデンス計飲成適用 U輯＼に，

今珀課か奇を表ー IK示した。 4 広は‘
心げ疇疇11 ／之o 令、計砂虹＿＾
謎雌りと ?.420 ％ ｀凶・¢コインシ丁
ンス玖のとぎ、ね％であっに
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I 
Ls  C counting 

禽考文訊 旦 1.
(;) H.  Hijuch:  R DIOISOTOPES,  ~ol_. 30_.~ 61% (,q含 1)
（2) 紅 l 国う叩疇討蝠姿．誂咲厚旨見，ユ B15( J 977)
じ）オ 11 回退澤豆心疇彗叩賛麟厚謬，§p-I[-4 (99 ね）
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lS208 

輝シンチし一うョン嬬t叙の時暫＼相階は利用し E

刊幻恨種の絶対測定

（新名大理）楡本哲天 0草野，i琶斎藤イニ外林試

1 、牧々か瑚祀室ざ‘は、懃常花ゃ粒全トラ、yワ主と利用し E 詑茸派弐苓や早代唄症の甚砲
研究茎行っているボ｀、いず＇孜にお、 Ll てもサンプ 1し中の U 、 1h の絶対量如兎ll宝する：：と吠/'f._!.

要である。従来．徴量U 、 Th現lj定には中性吾放約1ヒ令垢法や 1ヒ営分雛ほともほう放會携繹j
宦玄t/1＇‘用 ll S れてきに力＼｀＇、その E めには臣吝炉． MCA ほど＇の褥材や視雖．匝化営操作吠 I必

要で、時雨もかかリ、はほは E｀｀不待であると云えよう。そ二で‘伐々はこ在 5 の解決()) E め

に、 P、CROSS らの c.c 玄（相閲係数去）に梵用して、サンフ°lしウI S 直祖 u 、孔の量 E
簡便 I2 渓IJ密すること L 芳耳。1) 今回はその予命即ほ喫験こして、：夜体サン 7°Iし中のnの絶色
対量配疲往シンチしーションカウンターと 1更用し 2 頭IJ定して同 E 。 P 、GRO S S 5 の方去

ではりンフ°リンゲ｀ば MCA t: HCS モード‘て汁更用し之 ~I恒万叶手っている7J\`、利々の喫験
ではJ'fソコ ::-Mz-~o k2 茎 1更用して行い、さ 5 にデー月処理まざ遥続して行フて、澳11

箆 E 宅仝l-= 1L,—＋ン化し 2 いる。

2. C.C ま l：：ついて述べる。この方まはトリウム遠度系列中の

'Rt-220 ~恥16 -知12
応s、 0、i5s

とり短時間で連続し巨止粕さ放品の峙階柏明皐象t利用して Fb-216 甚究曼するも ())Z'ぁ
る。ここで｀サンフo Iしカ\Um、1乎翻這、にあるこす衣ば‘`Po-216 の量t：：よリ蔀繁穏町宇覺さ
れる::.とにほる。言t敗さ孔る粍l閉車象出 lず峙摺lT (J)涅11究さtH理論的に茨式で‘与え 5 孜

る。

心＝ A·e -T ·(1-1 ―言(-応「）） ① 

A : Po-21G の放射能 8 ：相閑毒象の栓訊碑

まにこの N~ は、実験Bりには T ざ連葱即に計慰して l」＜ことによリ、奴式で与え；れる。

? N日二 V -n ｮ 

n ＝麟5I n i ,V ＝炉［芦 nぞ—責（認In『]

N •ーデータ取 , m ．ー各デ｀ータ

①．②式か 5A (Po-216 (J)放射糀）力＼‘求まるわけ E｀枡‘、さ 5 に、鼠ほるいくっ力1 (l) T につ

いて喫験疸 N因ヒ釆め、 Tvs N因の閑1糸；理論印拉 Npdにフイットさせて A 1i絹咆化する
。そたは‘泉ぎの X1E 、最 11, [-::みつもる：：こにより行う。

x2.＝名 5 ( 2 N国一 2 A E T (1 一上二彗ギ<. -入 T)))2 0 
m- M ·—-―天； • •5 

T=O、 1 X2m(S), M S 9 =-4 N戸＋ 2 • V2. 

ばし毛とてつt 0 くさのひさし さし）とうひとし 乏とばゃしにけし
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屑ほる T につりてのデ‘ーダロ、もとのデータ (0、 1 s ⇒‘と）こ再編応する：：こにより、作

リ出しこいる。

3 、預Il宦痣置は ~1 に示すよう B t (J)さある。サンフ°ルはさ二 lゞイア Iレに入ってあり
了ワ l) Iレ容器之｀泥営約にかッフ°リ＞ワ‘'し之ある。デーダサンプリンり19 は、 H L 内椒‘の月イ

マ I C 笞253 により 0J S ご‘とに忠II り込みほかけて行.,ている。デ｀ーダのサンフo I) ンIJ‘'力＼u

終了し E後、③式により慰1直計稟 E して A (Po-216 (J)故射能）と菜める。
MINI VIAL 

叫`!lB+P
/!..II 

HV 1000 POWER SUP 

LINEAR AMPLIFIER 

ORTEC MODEL 4 52, 

GAIN 100 

SHAPING TIME 2.0micro aec. 

BIPOLAR OUTPUT 

BIPOLAR PULSE 

about lOmicro sec. 

Synchrono, 4-Bit Counter 

79LS191 
INTERFAC• ONI' 

ONIVERSAL IIO CA随

input port 

町 喫験惹置の隠認団

4-.今繹用しにサン7° 1しはTh·22'a'溶液国各 1/3 ず‘つ希殺しモものであリ、 Th辺虹そ
の下位狂1校種問：：：は、放射平罰犬態ヵ濱立し Z ll る。し E nr って Pが216 苓世量·すること
により 1h·22'a't求めること力、さきる。各寸ンフ• Iレは一宦倍ずつに希飲さ孔乙 ll ~にめ、希

釈辛 vs A (Po-21i;の放身す能）の扉会は、画線でほけやぱほ 5 店り。預II宦の痣果ヒ図 2 し＝示
す。澄J恕峙間は各り＞フ. fしにつさ 122紅平であり、各肴紋幸 l::. 4 つ0)けンプ 1しに示して
l l る。

ACTIVITY OF P0216 (pCi),1228, 8sec, 

100 pCi程良まてU の旅射能党蔑 l::. ::,ll 芍さ、
ほほ璃足行く再現性力噌 5 紅亦、より希紋
ホ逗もにつ孔之、 Po-21f,の放印熊瀦庖の再現

性力や唇くほっている。::. (/)原因として葱置(1)

告時間安定性ボ、あまりよくほ lJことほど‘力t
考i.... 5 衣る。現在、栢良の向上のにめ、若置
の組みかえt礎討し｀より栂し~\しの孔条乃lj

放租度つl定と再硬1庄よぐ行う箔パし
之いる。 3 E 蜘'2 (/)G.C まにもとずく Th 荼 §I j

の喋究率(I)紀対澳虔去は‘茨祷シン千いシ
ョンまさ‘は P 親吋t租t力0喋さ孜る E め、 U
紅ljカヽ混入して ll る場合は．結果に含ま衣る

0.1 

l/129 1/249 1/9l l/21 1/9 1/9 1. 。 誤差ヵヽ大きくほる。そこ Z‘‘今翁池粕み(J)み棺
CONCENTRATION OF SAMPLE ・ 出品支る認⑭）ほど‘墨柊シン 4 しータ計思じ

四 2 サンフo Iレ())希分率応 P。?.1G{)) 放射能勺心） 考え之りる 0

10000 

1000 

企

100 

^ 
奮

A
^
 10 

企

&
^
-

•••^ 

1) P.Cv-oss, G.W. tic BETH a.Vic¥ H.P. RIHH ¥NG-TON, NocQ .IV\stい． aV\cl H叫 125 (1 9り5)425
2) y、 E.LJ!wi5, t) Smith a:直 A.Wdlio.vns, M詞o8 i a q (19り3) 14. 
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1S209 輝ジンチレーター 1-::よる繹知知祀量

゜（和立大理） 殖鯰豊舌111造樹田中急．子中酌弘直

（はじめl：：］
森佐ジンチレーダーによる¢放射.体<1)祖1定去 l~化峨医営萎営なピ広い分野でゑ」用さ

れている。合た．近年でば援進斜料中の吋鴎計本の貶量)-::.も応用ざれ．中でもラドンの定
量1=1~·知澤i如性が確＇められてきている。希体シンチレーター 1：：よるo(線バ豆量の利、点｀
1 ;J"i1匹哉細整遵易である二いと言消数哨幻局ぃシとであ砂。しかし、天熙l：：存在す
知祁鳴澤lJ°その浅獅璽lコ廓蒻謁店もつものが多＜あリ．エネルギ＇ーズ＾゜クI- Jレによる
＂で 1｀コしばし Ii'倭恥連続スパクト）レと重な刃麟祁詞圏：：芍る。 ::::4甜蚕を知荘
一つの万法として波形弁別法が堤産ざれている。本到廃Z日冴を形弁牙J去石用いて． A放布
佐と二、多のル放即勾ぅ昆合した試翻こついで疫形弁沖l の啄間ズ(\‘クI-- 1 レJ:: Z・(/),両若の
窄互分離l4胴’る品逝紐ゃ．クエン千ング＇バ切果T；ど）：：：ついて稚街したので毎告する。
（莞険］
1) ~料吋鴫[ o(放卸狂 L て 1ゴ、中牲 5癌身れた硝跨ピ＇ズマヌよ＇）蕪担咋翰し

たかp0 の希溢酸審夜釦用いた。 A祝軒佑9ざ中1性刃甕射したリン酷乞仁嚢アンモニウムt用
ぃT：：。砕， 4腺逗形弁別匂旋訂する 1：：：あたリ．単ェネ lレギ＇ーの内音夢楼電子和放出
する核種いして／09凶， B9Ce ，左用い
た。揖帷年）J乳化シンチレークー（
I叫a--~)74-wi.L I：：対し， l咸の線
源左含む希細如餐戎克晏台して、
純壁案ガ｀スを豹5分閣通じ‘で唇存酸
案左除ぃた．

2) 痢定系 本宦験に用いた複'l

症チのプロッワダイアグラム左図 1
にます。光電が曽帝誓，~RCA 終広
増唾混，う名高弁り」器嵯 Iさすべて 0打EC
社製祝約詣モジ｀シール左ィを用した。
汲形弁別すら信号 I J11J!釦..もダィJ

ード出力で•も．t·-r;らを困いても可

能疇みが、国に示すようにグイJ
—噴号却用いた場合、鳴径信号で＇
エネルギー分祈し，匂』ー 5宦届弯粂
房0,出1J I巧"-l-をか 1ナ．癖彫I\゜
クl-ル上＾ヒ°- 7 が｀ど＇ Ol :J:.;f- 1レギ＇／

Pre-amp 
Pulse-shape 
analyzer 

八八．

I弓ず応するかを碓めた。号芦ェネ Fig.1Block diagram of liquid-scintillation 
pulse-shape discriminator 

之んどうかず｀とよ よしかわひ Z’' き たなか1すいこ なかばらひ 3みち
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Iレギー1iJ析 I::Id-場極信号左雨いT=-。
け紐］

疫体シンチレーター左用いた測定Z’ば斜料の面豹莉訪囃媒分子t励起ある I, 11 イオパt

し，ざら 1：：ニ太豹 9：肴嘔シンチしーター庄茄起，稲光ざ包る。こ＾秘光に至るる Z’' (1Jエネ
ルギ｀→森石遇程°l'1:;;［加えた試料およひ＇・セが餐疫に喧手癖捉浄Jゃ常磁生化合n ．り（也が＇
釦叩ぃ知鯰l土彩光暑炉釦r レ，観妾l される信号 Iプエ;'? Iレギ'-スペクトルZ:・見れ 1ず‘
低召 lしギ'-鱈：：シフいずか本乾、応 Iむれらのクエンチ >7漣埠のうち．と~,：：ィ噂
クエンチング＇か＇’エネ IしギースヘO '7I- Iレし印如へ°’7 I-1いこおむ釘初臭1巧 l ヽて袴索した．
疇クエンチング＇＃］とし之，四払改素ずを4 あ＇よひ｀ン0p。 5含も考液に添加l t場合f.7')
St e.thl. -v ~血アロットを図zlづ示す。“知疇転母竜古ヒ Z’‘lJ．業危1=-m 戸力の
知切， 7 ェ注ヴ‘却烈位：：ほズぎガ差 l噂められなかった。知たt ::.(T)宦，験ょリぷ
線の磯l＝対する祁光初袈,;r約 P.l と官算された。 W31二／叱が窄が加玲牙」による
哨朋7 ペワい吐示す• 4績在ぎな L E: T(上匹庇幻か絆力幻叫伝）左もち，舒か
内で＇紐したイオン石＇よび励起lfJ11-;J局所的に密危仕·知，再紺合廷·屯だき叩鍔で起
＇）やすいと考えら臼．二のため／観啜1かれる信号の必かも逢ぃ。すた、宕贋分 3
心＇）知準位まで＇励釦疇紐知く／同特に励起」璽頑北危も形虚されやすくナ↓｀る。
::: 0\ため｀ o(線l：：よる励起で l "J" I \0 9しズ m 中心yじ匹が長い二とか期待•ざれ，函葡Zペクト
ルで ,1逢延峙扉長lJ｀方 l::競如れる＂四函濃景遷席に対すら剛釦I\゜クト lしゲ紫fCl ;i
和M-}で四餞豆釦 l=J:とん幻＇埓1Jぅ瓦二れ l"Jクエン千ャーパ甲証対釦 B線 1ヰ
料麟/JI細碑，イオン化お丘’エ~lレギ—籾国韓Z•大きく異 ri 5 芍いためと考えられる。
な1,• t討論会で'1がやヒ2J•Po 碩話晃l::. ついてが併せて報告する予定である。
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1S210 
液イ本シンテしージョン法による吠、そ泉分光祉式サ

（絢訳・イt)荘司牟

庄紐シン千レーシ 3 衣浪憐11料、吋誠製が苓恥，叩涵年が恥等クク＜f1)利、屯王
和ことがら，これ、丘弟庫、菊’ 叶吠、碑、区栄t t.1 J..しツうとして紋9｝＜の 1亥視Jこ-Z1 l 't広ヽ‘
た繭＾、ある． l 11 しこ坑双 I::. よってイ,jjゎ核種_<1) C1-\繰、スペクト Iレ屯芙祖祖叶につヽヽ℃
今光 L1濯＇匹ん Dow 以必必らっー連、滋叶戸報告例如セI::.I1l1 とんど｀なく／手玖
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lS21l 痕1本シンチレーション測定にお 1丁る効率トレー寸法の日頁し

東医産大 0籐叶張生 窓恵巨大滝上誠

原荷•RI 研修所ぅ1f1井多丸原併•R I研疹所石呵覧略
l. 緒言

液1本シンナレーション測定のさいの放射能決定法とし℃現在，外部標準法および試粘
チマネ 1レ比法が一般に用いられてi,‘b 。 しかし店が・ら， これらの方法を適用する場合にほ
，各々のオ亥緩について数涸から）成る一ビットのワエンチング標準試料を必要とす?, rこ,f),
泊，（4c 以外の枝種の定量に 1ょ実用的てない。このた<Y),液沫シンチレーション測定蝶置（
LS C) と用いて多くの¢放広作の放射能茨定ど行なう（こば，効率トレーすまJJ＼栓のて存

勁てある。しかしないら，市販の LS C (ょ，外部標準法および試料ナャネJレ比心知関すぅ
デーダ処理機構ど有しているIJ\• 9 劾手トレー加去の目鱈しば未た確立されていない。従フ
て，坂々 Iょ増巾器のゲ 1 ン日動設定装置と開発し，さらにコンピュータ（、、ようデ｀ータ処理
方式を確立すうことにより本法の完全目動 1しを計った。

2. 効率トレーザ去の自動化 1 ヽ、よって信られる和点

l) ゲインの手固定化（測定対象枝桓について同一ゲイン使用可能）
2) ゲインの目勧切應、、よ）微弱放射能の定量に有利

3) LS C ・ゲイン自動設定装置・コンごューダの 3 者のオンフィ・ン 1t:,IJ｛可荏
4) 測定精度およぴ突｝刊I•生が著し<..向.l..

3, ゲイン自藪設定袋置の機構

噌中器の戸ン自転設定哀置の機揺を図 I （ミ示す。装置ぼ論理回路ぅ＇）レー，危源およ
ぴへ'))t，゜ットから構成されており 1 装置の作動ばすべて L 5 C の試料ロード信号およいア
リ亡ット・ダイム信号（、、よづて制簡され勺。ヘリ尿・、J卜（Jゲ 1 ン設定（：： 1更用され 9 tのて.. 

1 本研究て・・ばじ通，）のゲイン設足/J\‘行なえるようにし「こ，

f乍勤原理 1J J欠のよ～うてある。 iす］標準試料 (14し） Oゞ試料ロード信§により測だ配TI こ
位置すうと，この 1言 9 により同呼にゲイン自動設定装置の諭理回路がリ亡ットされる。＇）
ヒット仄態にわいて）論理回路 IJ広7J 1 を生す＇•うよ·）にしてある。諭理回路の出力 1 の信
号により，リレ— Ki 1J＼・作動し，ゲ 1 J Gl {J)杖態て試料と計数すぅ，この計数終了時に，本
来f')ンタヘの入力となうべき 7c')

ヒットコダイム信号を論理回路（こ送

り 1 っざに土灯 2 ど生す｀るよう 1.:: す

ぅ．す T_;' わら， 2 度目の測定ほザイ

汲2の収｀能てさ行なわれう。以下同採

にして，計叙終了時の 7゜＇）ヱット，

タ 1 ムィ言号（こよりゲ｀インり＼年， G4 •ヽ・

ふへと自動的に切埃えられ）それぞ

札のゲインにお l丁う計数n＼得られる

I. S C 

図 1 Mechanism of automatic gain setting 

ふじ v‘ ほうお・「ミさ〉えまこと•あぶらI,、 r、` iう・いし．fl\わいらあさ
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。慄準哉斜いら測定試料への交換ほ， LSC l7)')に゜ート設定i吉号によリ行なわ心以下，

標皐試料の喝合と全く同じ操1乍が反虔されることi、、 T4｀る，

4. デーダ処理

各ザイ Y i：：お l了る標準試料の言t赦知率し測定試料の計紋率の関係を 1.>史回J争（サ＝ a x 

-t- b) t:"表わし，標卓試料の言t放効率 /00 % (ズ＝ I) まて＾の栢ク直 I ヽ｀より測定試‘料の放村
能をぅ史足した．楠外直およひ補外｛直の誤差ド対する通切な評f面ど行なうに 1ょデータ処理が

いなり緊雑ばなう。この「、:~,本研究て（ょ・データ処理梼栴としてバーソナル・コンピュー

タ (C幻ね几 A か l) を使用 l に（図 2) ．授差因うとして，樵渠，試昧斗の検定直の誤差，な
らひ（こ牒準試料'i則定試料，バッ')')`、ラウンド試料のそれそれの計数の設差を考應し，次
式 I 、｀よ＇）放射能 (D ）おJ..ひその誤庄（△ D) を m i c認姦芯炉f睾閲芯m\47-f'm

決定した．

D = a.,. p 

t:.D=1/~五唸贔)2 冑P,i！ぁ＇，ねゆ）｝2
ただし

E 二 l
舟丹庄＋（ a' ） 2 ，か｛（乎）2+ （古）j

a ＝こ PL 双ね・ IPんー麟ぷ·訊ね
:Z:p,. Xi.2ｷ Z: Pi. -(!:Pi. X i.）よ

b ：：匹P;か・ 2Pi.沈‘- 2Pi入哨f·.lPi.えi.
LPi.えi. 2'L Pi.ー (2PL む）よ

A ；標準言的粁の検定i直

AA ；綬定直の誤差

Ni.；椋準言式料の計紋率

椒；未知試耕計紅幸（測定時間大')
瓜； B G 試料計奴年(,且1 定時間·大’')

淑';収—厄 互；tt奴効率

0...，；知率トレーサ曲線の勾記（近似直）

5. a:しが）

効幸トレーヮ去の完全~自勧 1しならしA.. 1 こ杖射能直

の誤克の算出方法を確立すうこと〇＼て｀、さ rこのて，
本研兒にJ")液 1石シンナレーション遠、1定 1こおヴぅ

知率トレープ去が完成しにものと名えられる，
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lS213 ラジウム 1司祉体比味による蓋泉究殿物の年代測定

（拍痰大落化学糸） 0関李紀大輪裕一武田徹完明長生

賠 ラジオアイソトープを利用レに地採化葬的年代測定に 1Jウラン・ヘリウム戎，ウラ
ン・トリウム衷カリウム・了）レゴン法などがある八ぃすれも /09 'g前後の年令の利定
に適用でれゐるのてある。 1 ～敬十年の年1や則定の例とレて IJ I t-リナウムラ去 7Jどの試砂
があるがI J f遥．当fJ方広が得られていはい，その一つの方広とレて，ラジ＼ラム(J) I司位体
(226 Ra, 228Ra) の年成翫逢心刹用レて）簡単fJず緑スペクトロスコピーによ
り 1 毒t年の年令む則定する、、とも夜討レ［こ。
今°@Iゴ， この方法乏強放射能災とレて知られる増嗜；瘍泉（山梨県）に適用し）羞泉茨：殿

物の年代剌足を試みた結果について報告する。
原理と方武 ウランチ、列の立心とトリウム糸列の z2.8尺aI1，それぞれ長羊栽期の:z:1°Th

（ク、ふz xlo勺）） 232丁k (I 、 IL iX /010を．）のび壌変で生底レ）それぞれ／6咳也『， 77"!
の乎痰期で｀さら 1 こ痕変忍紙Iグる。 （fl図参照）

丁hori um seri eぶ

店之丁h ___Q 

呟IXIO/0守（ず）

以ro..ni l,{m -Series 

2之8Ra

ぷ 77 '9

4 — 磁九Ac : --—• 
¢、 /3 -t,,_『

虐u _ _ _ _ • 230 丁h o( ( 226尺a び r\... 之之吠？n _＿＿ナ
互IXI灰各 20XI()勺 (;r) , 160:Ztf 『

トリウム 1J水に難葱てある汎ラジウム 1よよく落、解する。それで3該翠ヤにおげるトリ
ウムの瀦歩・荏在は無視できるものと仮足する。J l遺殷物生鋭時の茨澱物中のうぅ‘‘ウム
固位條比ぱ温泉米中のラジウム 1国立体比1て筈しいと仮足．する。羞泉犯殿物中のラジウム 1司
似認l訓叡のラぅ‘｀ウム疇叫辛吸謝に従フて変化する。之28心 lJ直芽］練謬広しば
し、1)ら夕良核種の 2埓んが｀J練も放庄、すクので＇ノ放射乎吸に達し 7滋iこ，］扉スいペクト
ロスコピー忘行え I ゴ9/ 2認脳t. 2吟忍の放射能tじふ環I}定することがて＇ぎる。
祀殿生成時からの時刻尤にお Iナゐ 22 /j'だa) 226Ra の放射能とそれぞ｀孔， A, t) A2tとし）

壌受足取と入り入a とするとJ

A ゅ二ん。 eー入や
,, A ュt = Azo e —入辺

涼射能の比をとり）式芝整理すると，年令t,J次式：よ、）求めらがるピ

也きリき•おおわゆういち，たヴだとおる、 V‘I1 だりがお
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正入1 /心 k [ (Aバzo)/ (A i~/9 A互）］

t =O におヴるラジウム＼司位伴迄Aゅ I A :2- 0 とンてi；；）現見在の翌災水にフいての 1司位儲比
び直屯用いなものとする。
剌足均絆とレてノ増畠鉱泉（止、製見）の二、三の釜臭牽象ズ夢泉丸祀骰物王採取—

た。環簗忍J塩ルバリウム 1に落、夜左加えノ祗装．でラジウム互英光さ江，努別したらの王3
日以□旋置ン仁後， ~eCL.;) 半導砕検比需で，痢］足ン「こ。環災犯殿詞由疇伎乳斜、で‘t)J
粒度屯／00 メッラュ以下にそろえて／ ［綬も剰定レ応。22-以？a l ば 22.弘c の 9//keVJ.2羹
は／託 I<eVの｛絲のに゜ーク面褥から末めた。 . 
桂是兜殿物の r線ス＾e クトルの I 例区図／に示す。煮金梼・吐月廃・追玲兎いの兎泉1 こ
わいて 28知／ 226んの放拍能比16 /、 3 へi、0 とか間）颯る 1直；とるが:/ /979年 3 月J /;;2 

凡／？が1年／ 1 月に採取レ「：同一の環泉水では大きば変化iJみらればかった。各箋泉の噸知
ロ予ぽしの兜殿介勿ぱいずれも／,\._ IC，りの年令；えしノ珂）見で採取し 1：：：もい堆積鬼 l5 えひ」立：）

付の年令も元レ 1：：。表 I に 1 例と元す。
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表I Q1:J,J 1炉り 11; i,It物,A 叩11/~i!糾Ill!

□N:J更．—エ竺可□竺竺1ニエ
S •• A I I I J, 5 (0, 9) 

H1 I Jn,5 ((),9) 

s. A l l 1 8, J r o, 6) 

5 " Nl | 9, 1 (1, 19) 

5, 8 (II’. 0) 

65, 5 1 11, l } 

50.5 (1),11) 

8 6, 1 (0, J) 

Il l. 0 1 0 、 5)

11.8(11,51 

1,85 (U,8) 

I1, 8 1 (1, 0 1 1 1, 8 

lf,7) (11,7) 

し，り 1 (1, J) 

1, t l (0 ，り）

1.9 

1.0 

1,J 

O,J 

• • 

si,o 1000 l!OO.  lMO I 11,v) 

l刃 1. n1: J司 Iu,0.)沈殴物0.) r /1'•}l スベク 1 、 11,

113 



1S214 ~囃釦畔叫砂ラ｀／紐l腎翫馴霜瓢
ーウランニ文鋲知直用一

｀夫｀レL尺し） 0 知a郷•Q、J枷．久．． 1紅鵡

ウラン紅,1雌直手衡l譲麟渭釦濱薯な知Lな手砂。ーカ、り麟いしし
て疇知戊ク釦鱈り他1くレ~rs （ら玉吻F硲”$f心碕） ＂叫噂麦
パ鯰l釦這!1 ~1訪。危廂記'1-::r、放射牙衝バ“”裏fi虚り畔峨蜘脈クヽヽ
て、iいして簡i息迅追勾噂知線ll逆心慣釦和祐兄も板裕すみ。レ釘須I也
芦、可紗ll梃巧イ虹ぷげ｀ーが釦紅濠饂茨加叩3/<-e-7),必肛 (I砂切
咽竿メ約迄叩，切（松犀）とそ刀(I砂v）身げ敢細印＜羨Il知3 み。
ながば紐足1ばれ私列恢雉のうち兇釦碍的 K象班か気／翌花比頑I知｀｀口＇＼
いされ(1'17) 祖l]足諷む叡ため．い訊応ヽ吋 I⑰cJ..スペ 7 い1 メl-リー沢鳩脅hみ。

＜＜紺料»りし羨鱚峠 Iて 1 豆｀以晨ゥラン絋此知韮蜘、およが｀
人肴飢んなt"囚外かげ｀ん鉱物。
«は幾蘭l足〉＞頑知和紐 l⇔ヽ、口、刷い身の年紐砂秒魔和少くすみし

とも 1て．臼紅如゜パ線煮臼必旺・年'/VAば紗灸濱料げ紅'..to …ルが臼和又ク裂
“（的／クj)紅恥衣。なか庫aャの打紅激糾紅使印研虹で砂ヽ、とを
靡f＜汎の影駆均問釦鯰脅応れ濃煮l1乞1゜謬01 シ•--ト Iて』！封入し
平＆疇れなヽ‘楳 1--. I ヶ月俳崖保佗レ｝咋沿げ旅恢穆履及紅年該l足も行ぷ。
＜＜凶饒饂》
叫料n--m崩付レ｀乃簾・多水i胤餓Kより晃恥誡料ふ針樺した後メ幻ラスづ
碕し碍叔し'("'-従濯な¢ペッ戸’冷択しク析和凡f<。刊ロイhnA渭取針餌めわ
衣め巧i/主冗似と／）紅知ゲ四該追浸いい平／砂藩11v レ、水釦源和［
麟＃羨牙汲虹Iくよりれ碍負雛レK．刊！訂 01 紅（勢隙久）•印釦,1- Iレ
郷心げべ虹l< jり， 1 謬l瑾じ「ン友挽玖豆慣製い罰打噌れ｝たラン
レ刃屁 lく雙着し．め線須I虚線梨いレrく。爪綿痴l記1 ｀幻（加）わ紐蕨叫鳥＂胤＼’K
釦1,.＾。クI-か炉）づ析＼9蕊冗呵戸噂ふ定屯レfく。
““りプ復惰船〉
虞k汀―パ徽I1汽知蕊紅‘的知があみ1くわ．放射牙衡I~あ紅然ウランげl い．
心＇知戸釦幻澤l＜砂が伽窄碕f鯰碓疇）釦和
訪牙衝1-(紗紺1 いして町3 レ急聾吠誡糾h` 1 fく．設依修~1 かヽ拭印し 1.
鰈レた疇沿祖拉吼ぃて幻‘｀レ／冗K屈虞炉湛麟l芦レ知蒻牙衡
lく力み!v B L廉季m尉升1汀／冗閲す絡だ匁げ加壻年いレて灯汲／這民ミの
庫バ直値芥の名．［（知むt)が濁られら値（灯：＃3） lミ l111“`3葬すみ＂促．町tfこ
/5'瓜双 7?1{...-?Jt..,t1/合 e-LE邸言I祁麿/tJ燿虞硝麟屈11災紅／巧豆｀
クおよ?A'I t?J餅糾 I< 対し｀りれ籾f`,2../允`J入｀’/，ね（土 99ユ） 1あみ。

〇やな2"2 ゎ分3 ぉ . ？むらが1｀び、C. • ~ 1J‘のうえ 12 のぶ‘
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＜＜眈葎遣便狼l足しわ診昇〉〉
知恥·た、計輯心陽臼疇、、いてより，p)..戸叶記＇＂紅懺釦紐葎
引虔¢灌算 1＜紅クミとが負ふ
即砧1乃 l＜康繹噂k叩箪＜町訊k~ず緩訊紐慎紬噂属凜
疇狂唸の妬k”戸砂心竺ぷ和ら3夕ぇ Kルロ布知）化を以沼＂叩°0 ッ日かミて＇’.
／つt1)如呼 IJ柾K~んた'“”~I足老バ｀衣わされん。
臥ず、／移k.tV/ 63k汀バじ炉，グ｛y/，ね互と Z み 1’'枇Iく名 1 、、 10り船出条ll 尼点，が＇

知則,~ま碍知\'J、親射能釦｀｀必紅／メげ：＜／の未乎衡疇、出這側 1項：い場名l4`
巫紅／五ア／這物1 み。／力、主凡噸忍n t,J、ヽ紺叩｀ lむ3k訂膚\'(町界的
和°-7 パ屁1 、翡使糾綿幻勺みこと 1< fJみ。されらの線む1條叶船叫呵叩撮失．
節 I ヽ 11 平知玖忍ャりな衣免衡砥他1＜対応すみ。し羞な方釦＂．堺凡だ滋
幻炉％／蕊豆鐸砂 e げ分［｀りみ。 1 f＜必紅万粒汀如叫緻［リ伍鯰 l'l
疇／翠か／ 1渕i釦叩疇1J1J｀あみい 1企知疇砂バ砂れん。
必ん／翠九ご咽／笈万立°肱／蕊叩刷 1-;llt及が＇娘燦じ間 1d閉頷和絨釦してヽ｀
みもバ序えられ， e 碍硲／より）卜 1 鳴名汀9紅心噂鑓むげ／
り文3\‘鯰 ll巧況／透応／ 1邸i、印灯紐如絲I ＼てあ雑．祇料碍l 釦訪。
訊り飴果および｀俎l知姥晃ふ考えがわ紐いかく、採痰猥の叫釦訊｀杓籾
疹ぼ4溝叩社飴I彦t拉＇由麟約 1凜印わ：：紅 1くよ燐知紅翫叩卓間噸帆
l濃h傭印咋滉和得知げ・が利糾忍ゎれみ。
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Simple graphical method to determine 

the equilibrium state of U-series nuclides 
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1S215 

竺豆喜灸疇棺9疇臼
な痘しL吐り出知尺•押沢美獄男

瞑ふ毎疇釦／羞知一＼げ嗜v拿知謀知.;9i'-渕紐0)叩恥1紅や叙
¥JI a. 致巧しかぅ款10万手の峯代‘モャ直叫如／証 Z3喧／迦瞑年没立ふ·-<L
知 1”‘ ．辺紺虹知刹町f立：SK欧食／｀五ミ他各利用--f 3 集べ琢知哉»
らい7....vヽ 3 。

虹墳い遺丸竺ゴ釦四2バ伍令ぃふてあり砕這釦 3)位＼吐贅叙•あるか―,
リ｀／啄灯 1区／ウムをヤ成，知 1 つく煤石骨で 1煤疇げ：t•を lF 知芍A輝0)か‘)項菱げ滋ゞ
這し元和尋丑ぐる 3 ::.りがい孔 9ば疼ふそこで•饂紫か箋ィや澳笈渇尋他
疇虹 Ii'伶ろ目炉藩淡索窯環知立と＼ r噴条叫璃宛遠和知瑣応虹が蔓
疇戸紐ぼ・ 1苓磁匹輝噸甜印店叡紐年1Ti呵厄·J-vｷ :z.噂炉\}'
冨 d か°クトロメトリ-\<ぶ）戸.f尋颯丸雇汲劫文て知心畔幻行っ紀
（⑬試りか瀾後、黎和詣＼吼］
在て）町心揺叡料＼吐訊疇邪綬り復俊aかfてもので．北炉茂が風畔
て．．碑2バ敬墳，知達1,•S 叶厄公雅逗知V＼わ卜3 ダ｀ツ人り勺釦科であ各．
怠屯鼻犬知訊含祈量しいい r辺）．＆e.-L叩 l-=- ふろ千節璃紅知豆 9 ` 1が峯
レこいるい噂翠い餘えャ召如斗ら戸知砂介とう汀知・い芯迦今ふy組
辺いした。紐の一ぷそと＇）プ,(•ソニダン'\-ラックi知＄す訂―の幕な方炉叩』n砕

，｀匹．如料夕～］心名年籾砕しう虹知lい這釦虹m心暉知澪
叩尊和4f因r-:::. of測ね後蒼知 I) 訊祈げ｀祁噸知知口依戊。他き
介枷磯和パ心） Z汽叩コ唸をク臼加迂巖酸,::;s 這筒這碑訊．イ穴
ン妃硬ぷふ的沿砕如：：ふ弓甘了知魏鱗を応．力‘/、レス秒戸紐-z·か竜鬼ば心露
測定祢和、研琴しf-::c。

□笈
后淑和脅這蔽を知戸＆ぐ叫g （底．7血~x7憤凩か戸疇翁型紺CL棗峰（．
以喝“注い）ス～紅日向汀釦雌匂知 r--:: 。国 1に即ふ鯰辻ぷ｛蝸知 L
叩知辻Iレりが知．咽戎…双可如戸勺を． I幻鰭澤己嘔を（完
心占知這），似如ャ予如 1) ;z/0孔炉砂屯か文知つ。一え今 CJ..i)か0 9 いレから＼キ
刃吼．叫B，i乞茫昏し？知填矢につパ蛮ばした。臼．吃贔忽和令検如紅恥v
以畑九匂ド）ー匂依＼’之呵□噴:::SoT-C._を知い：灼といゃ。
［臼J

了が｀ふ心以か°ハ切年）ク乞知知知めて示す。翌忍パ貪茶w北苓v、
ふい夜逐し⇔女• 9 _ ;z. 3嗜佐町mm汲知輩訳峰ってヽ心• 4繹清（以や
心を発令 l和吹叫乞サクをり認介＼ q吠知悼穆這9ヤ Zう°応ー綸＞呵も L町 7 1'.. 

紅ヱ嘔名和＼げ鳴遼知鱈:z.1D菰ク羨臼屁ぅシ叫諏丘わる。

こわらかす｀＇び2 ／やなぎのわ洪きあ‘
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この 1払疇濱・峯を＼遣臼碍雌叫鴫知·ーが心虹疇口いい」
紅箋知心磁繹知ヽぁ多o Zう噂\¾況詠葛碍所で知屁紅灯2:- Iぽ廷
くいので．辺以這幻·よ o羨、低戸咬凸頂失が起って＼'3- ~の凶思わい。：わら
如蝸叩革知鯰這応的直のや応戸v フと這知珀駈•うるが・
歩佑v一叶邸硬叶総そ炉也己丸ふ祖公叶＼心知這手街りあ”'す知＼迄わ
がる。一汰ぴ令斧、，7 V..;幻船移わゎ計配紐（周口恥で｀＼す泌T＆己嘆～Z／鳴で戎
リ・ダリん苓疇知釦:·~紅知認吟い。 ＞い屯知．萎知雌印応
いしかずーン森豆梃屹g李恥分が極ヵしリ玲心蕩：込·m ;:...パをえレで＼＼ち
mI\°ハヤロメい）に： 3 スう町万だ咤［応心疇知 2試て／39~/33. ?`1区紫
臼 I•7~/.8 の高いい知っt．函老吋箋v,.\-1:試か沼改揖如·尋，，，屹蕊吸滋知ふ
も辺．衿叩周知和包印．凍豆いい砂い・コい囀料紐繁10在は心叫
声•あり遅投しが匹化が否：：ろ早v 珂如＼必灰がい込予いたものと名た囚1".沿芍厄
ュ吋い叩幻嗅知釦·りで？ヒ紅く之 1.6 知し Z2．戸ぁ 7 f< b a 口雌亥り上i.

化伍管｛区疇知｀の Z町］戸屯え 1いかf')火乏V'- f切・非綾冬力欠へ°7屁
灯ヽ）ーたー豆鯰刃雌-1 ~の1-l". X叫甘戸’仄比唸1 汀ユいず／づ｀バ蜘合滋：って
I印辺ヽ't··'t.--”なか 3. 祇の釈代かい炸曰.'1<..しも吠ズ、へ0 クら以匹·V-をつ

I I 疇応況知．近年→丘了＞ sooor~—:
知クヤロメ )-'l- v:.ふ弓注う吋衣の痢文忍 Peking, "Shuko- ten五認孟言！賢悶V/ch

湘·汝ヽ＼t．吠心一＼ーロメトリー戌べて印 l:::: i 悶 図！図 ;;; 
月心偽ろう丸．慾汝·直咋め疹池｀j 3 000 ~ 怠 合岩 塁 co : 

：二悶ご：古だ：口で ‘'2000| ] : \ ：冑 1I:• 
碍％V,.

肉媒鵡知与知豆旱らい立淋吟~ 1000 

代庄周口底畔·叱わ惰で 3釦7"$手 。
底＾臼参fば店でなエ3び・し年乞北ー 30 45 60 75 

Energy in keV 

らパ仰，咲系叶いり戸該三代と 図．同畔疇貶環脊化記 L野＄か°クトし
い合‘？乙知）、名ャ在乙起わ四。

亡
ー

1
T
I
'
|
9
'

ー
＿

90 105 

虹oi I恥．紅茶衿ゃで·紀秒叶屯切
の角・~,マフl)hNA訊i b桑砂ュいレ嘴の
沙＼知行っ-Z.1i'').以れらの笞呆ーフ V 丸
令屯斐が発辰す臼亥であ'6.

条 A認1該料碩·笥
あれゞ頭到オ虹む
和符り尺
G：非破渚芹測定
A：以碑測定

URANIUM 旦RIES NucLIDES IN FOSSIL SAMPLES 
G : Garrma spectrometry 
A : Alpha spectrometry (Unit in Activity Ratio) 

Sample 
Method Uranium U-234 Th-230 Ra-226 Pb-210 Estimated 

of Content ----- ------ ------ ------ Age 
Analytis (ppm) U-238 U-238 U~238 U-238 (xl03 y) 

[Shuko-ten, China) 
1) Fossil Bone 

White P. G 28. 5/9# 
(14.5 g) A 26.9/6 

Brown P. G 10.0/3 
(6.0 g) 

2) Foss i 1 Tooth of Horse 
White P. G 30.3/9 
(15.9 g) A 32.0/7 

[Dali, China] 
3) Fossil Bone 

White P. G 172.3/5.1 
(12.5 g) A 171.4/3.8 1.81/2 

Brown P. G 180.0/5.2 
(5.26 g) A 177.3/3.8 1.73/3 

Soil G 12.9/4 
(7.47 g) 

l.29/8 0.70/3 0.49/2 
3 文石

1. 31 /2 l.32/3 函70
0.78/25 0.75/8 0.84/4 

1. 23/9 o. 96/4 0. 76/9 
むし万

l.33/2 l.23/3 呻30

2.35/12 1.36/4 0.80/3 
2. 20/6 
2. 18/10 1.33/5 0.87/3 
2.07/5 
2.08/29 2.67/18 1.74/9 

# for convenience 28.5 士 0.9 is expressed by 28.5/9. 
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1S216 土嬢、のウラン含宿量ど23田／';;i3gu 比［こついて
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親の呵昇放射叩息達
し、を n同他体比lj l （こ
等L ＼＼ごどjJゞ予想さ札る
にもかか加ヂ、同位体
比の豹紺直Jj /. 07 であ
リ、非平衡iJゞ瑚認さ礼た。
札幌け紅戊 Iれ乱 3 の

9'L. I凜なJ)にお‘\`
0 -S c勿とター20 蟷？

の二層にわけて採取した
現台、 U名角甍 lい）ず｀乳
も 0、 8 伶LJ/§、 I ｵg-U/g 

醜体比は、 4.0 3.0 2.0 1.o o 

］：：］／も］
0112- ば0

紅腋によって／ 第 3 図土壌中のU含有量と
人工的に記鯰[ _ _ 234u/ 238u 比 一 第 4 図牛乳および牧草中の 90sr と
核種硫布は、前述 L だ降下物の寄与と反峡す 3 ! 137CS 含有量
に達いなヽ＼命弟奨料として、土崚と目一の地点ー- (一一牛乳，=牧草） ー」
疇攻した牛象ぷ牧華中の 90心V'~ /3ク虚を濯量 (Bj/10 9-四h) 乞笥＃図に示す。笥3
記比敬して升 3 ど、日本逝沿岸地域で'l迂 55 も畜履択認め＄光、濃度の愛い降下
筏疇与のあ 3 こと幻厄3 。一方、根を1合兇域ゃ新得付近で 1J随分叫様戸凜なって、 l
ふこもは、陥下物の寄与は他の平均的パ地域とあ 3 J疲叩なり1Jぐ、もの大郎分別麦璧
付近に貯繕して＼＼て下唇に没迫しにくい地形□ 3 ことを示唆うるも叩さあ 3 う。今後の
課題として、土名色中のウラン含‘我遵：~I司位体比ぁ 3 、 \11 'I/)証忍叫含扁遵翌）鉛直分布を明
3 -JJ、にしてゆ芝たし）．

｢
 

3.0 2.0 
Bq/10g-ash 

1.0 0 0 1.0 

第 2 図

1 稚内
3 幌延
5 名寄
7 富良野
9 札幌

11 倶知安
13 函館
15 伊達
17 浦河
19 新得
21 音更
23 興部
25 網走
27 釧路
29 硼分内
31 中標津

試料採取地

2 浜頓別
4 苫前
6 旭川
8 深川

10 積丹
12 江差
14 八雲
16 遠浅
18 大樹
20 清水
22 足寄
24 中湧別
26 北見
28 茶内
30 計根別
32 別海

2.0 3,0 
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5
6
7
8
9
0
9
2
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5
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1S217 木卜、ノ計数熱蛍光剃定装置の製作と熱蛍光の基礎研究

（新潟大埋）橋本芍夫 o 高橋邦吼小相章、木村槌一

外林武
1. 造岩鉱物のうち石英，長石など＇の白色鉱物 IむID 急するここにより塾蛍光と発する。熱
蛍光ば放射線の電離作用によって庄成された楠‘捉忠各ぶ、熟t加えることによって月免励起

されることによフておこり、天然言尤閑丘懃蛍光長を測定す；；；ことにより，童要な年代左測

定することができる。また｀年代以外に鉱物の産地、懃屁歴や放射線源としての u, 丁 k
などの系列内枚種の放射平衡に関する情報も得られよう。前回の討論会におりて、造岩鉱
物、海岸砂試料につヽ）て熱蛍光現象の写真観察、木卜、ノ計数法な用し）たいくつか 0維果を

報告してきた。しかし、前回用いた半If)ゴ＇テた改造した加熱装窟では高温側 (~3oo 'c~i{.oot)

においては必ずしも昇温速度が一定でなく、補正も＼＂めんどうぜあった。 Ra.n.dal I 叫lk心

の熱蛍光哩論l)によると温度 T にお lナる熱蛍光強良 I (T) 1ｱ 

工 (T).:::.Ylo· CｷSｷ exp(—古）［ exp[ -S：骨exp(—舟）ぷ］ ］一 (1)
て＂表ゎされる。ここて＂、応は温度 To のビきの捕捉電子藪 S l;t擬動因 3 、 K lげ＇Jレッマ

ン定数、巨は亀子の捕捉位星の伝導帯下の深さである。また、 B l;r dT / cl.tて＂表わされる

昇温速度である。(/)式 b＼ら温皮丁におサる熱営光出力工(T) Iよ昴温逐虔 B/こ依存しておリ．
り’'ローカープ＇を靖布するためには B 企·一定に採っことが重要ぜあること力＼＇わかる，そ：：：て"

薄者らは交売の位相制御左用し）た一定界過速度の加熱某置の製作右行なし）2! この加熱某置
と未トン計数装置を組み合わせ、造塔／鉱物の熱蛍光測定た行なし）基礎約条件右検討したの

て＇’以下に報伶する。

2. 微弱熱蛍光も正喧に剃定するために、 ）イズ｀出力と信g出力左分離でき、光電子噌倍
管・左今却することにより、暗急‘免による）イス＇’な無視しう；；；；痒 1こ苺少させるポトッ計数装

置左用いた，オ、トン計数装置からのテ’'- 9 処埋&11.’'温度測定と温度制御左届］時に行なうた

めマイコンん使：った。図 1 に自作のよトン言＋数ー＜イコンジステムのプ＇ロッワ固¢示す。

加熱装置 Ii、加執体に 2¢ w セラミッワヒーgを 4 本た IJねたものな使函し、こ礼ぐ焦f&

導性の良り Ai箔て＂包み試料皿とした。温度制御iijJ□ 熱体にイ紅給する交疵 /oo -vをマイコ
ンて＇’イ豆相制循pすることによ＞ （命な）ことヒした。侶灯卸の力法、 1 :t丁R.. I AC （トライアッワ）

図 1 ． 太卜、／計数

加森,ft-.

ばしもとてっを、たかはしくにあき、 ‘ーやなざ｀ fやら、きむう寸～りぢ．
そヒば＇やしたサし
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を用いて交；記の両相を制御するものて＇＼交命(f)半波た蒔
間に関してえS'O に分割し、れ＝ 1 ~ 25  0 の数値左・マ

イコンから制御国路に公力すると半波のれ番目以降が＇加苦 3叩

熟体にイ共絵されるようにな..,ている。これにより加熱体屯，8D
百

にイ共絵する電力左 0 から全波ま z" 250 段階に変化させ ,00 

る：：：と力＼•＇できる。 （尚、制御回蕗及び＂よトン計教ーマイ 。
9 90 9D0 99• 200 庄•

コシ、ノステムの詳細につりては、栄ス月ーセッo/ 3 シて11 TJHEISECJ 

堵柑が述八＇て＼ l る。） 図名． 加熱／漆の昇温1頃 I句
3. 位相制御も用 ll た誌果、豪大出力て＂は約ダ00 ℃まて’' (Q) 27 ℃/sec. (b) f •c/sec. 

I .J秒程度がほぽ｀直線的に上昇してお 1) 、この範囲肉て＂の昇温述度 1ま2.'7 ~c/sec. -i'、再泥
性も良ヵいた。 （国 2 参照）この犀温速度左困いて、 6oCo (/) r 、摂を照射（／OJ~IO7 R) 

したアニールずみ石英、微斜長石(/0 0 ~2,oo -1-'t- eSん）る各 5 呵とリ、熟蛍光測定左
行なった。 /o5, /06, /07 R 窓射した石炭のグローカーー）＂左図 3 1こ示す。石英につヽ I て

11 /0J ~ /os 尺照射した試料のり｀ローカーi'の形に変化は見られな、 1 も＼’＇、 /os~/0? 反て"
ぱ彩力＼大きく変化した。 （国 3 参惹）これは、 IO5 たまず＇は電誨された電子が＇兄00 °C と゜

ーりを現す揃捉位置に＇i屋先的に捕捉されるIJ\". /06 R.以上て'’1j J$ 0 °己ピークに捕捉ざ札

るためと思われる。そして、 SO~  !,L oo.C の範画ずの積分熱蛍光量な線量に対してプロ

ットした結果｀明らかに／0S R J.-J,.上-t'邸prali/1 earifyが｀見られた。しかし、微斜長石に

閑しては媒世によるグローカープの形の変化も supra/;near i t,Yも見られな力＼った。この

事から、熱蛍光も測定することによリ放射線掘為過改呈に闘する情報左得る可能性が＇得られ

た。次 l:. 、 BAS IC による制御コ° o り’'うム-z:" 1 •cl sec の昇温速度に調登レた加熱装置を
（図£参照）用ヽJて／Os 尺照射した石英／こつ＼）て熱営光測定し、得ら孔たり＂ローカープを

2'7℃／sec. (J)屏温速度＂ど得られたり＇ローカーゴ＇と共に函L/. Iこ示す。函 4 から昴温速度た大き
くするとヒ゜ーり位置の温度も‘•高温側に移ゑし、ヒ°—りて91 の熱営光曼も高くなること1Ji'ゎ力＼った。

SDDDDD 

(b) 

400000 

Lnd

•
noLH9I'1 

300000 

200000 

1000DD 

゜
so 10D lSO 200 250 500 350 

TEMPERATURE 

回 3 啜射線、量の遣いによるザロー

カー］＇’の変化．（a） IOS R.(b) IOb R. 

(c) /0 ク尺 昇温速度 2'7 °C/sec

•
nd1n0 

lH~I'-

6000 

SOOD 

4000 

3000 

2000 

1000 

400 

D 

so I DD 150 200 250 300 350 400 

TEMPERATURE 

函!./.. 昇温速庭の遣，いによんザロー

カーづ＇の支勤（a.) 2ク 0C;se.:. (b) I ·c,/年
IOS R.照射石炎試料

ヽ
l
)
•1

2

 

知daII, ;:r.T. q叫悩I人ir1.s, M. H F’I n 豆． Proc 尼oン． Soe 、 A I 『!./-I Jf:,{,-tr9 

稿本哲夫、高橋邦 8月、夕l 林武：迎畿大ヽ等原了炉共届］利rfJ研究謎過報告佐， S.J (I ？ぶ,6)
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2S201 融守残痘に含よれる粒子il犬核分製性鞠質の新検供浪と
その特性について

（新潟大理） 捻本哲夫． 0青柳義昭、高棺斉外枯武

1. 大気圏内ての過去の核実験や、いくつかの人工衛星の大原国突入に℃もなう積載｀原
手炉の焼戻な幻こより．徴粒手として大気中に浮遊している残留核分裂性核積田、今日な
お 7 オールアウトとして落下している可能性がある．核実験直後においてば強ぃ核分裂
庄餃物による放射能のため粒子オ犬放射性的曾（以下ti- P (Erianf Po.dicle) と略誌）として
橡出出来る力＼｀．長時間経ると、 GrPの検供はこれまで｀困籍であ.,臣 GP 自身 Pu(J)ホット
パーティクル論争叫罰産し、iた環坑拭灼中のTII PLl {l)定量の再現性を合しすため、古いGP
の新検出＼；去の開発が望まれていた。演者らば、門76 年 10 月 26 日のオ‘19 回中国枝史翫煎に、
実際にいくつかの GP粒チt捕集単紐し、自＇蒙母板てサンドウィり今仄にばさみこんだ状態っ
て原子炉中性子照射後、誘幕フィッショントう、， 7( 以下 Fiss 丁r と言もす）を観累したと
ころ、年中に残森する高濃度の枝分裂性核種に由梨する特微的な放身寸状卜うヽ／クt見出し
た。その後、 この放射状F阪Tr-数の計数から、粒子に含iれる、核I分裂牲核が重量も見積る
ことが可能とな.,だ．そこで、反対に、誘導放射、1丈翫．丁ヤ．から．降曾中の 6P昼を菜めうる
ことも確認し、現在ては~pとして区別裟泉なぃ粒子から、 (:,Pi検出する衡方法を毘定 l た
ことにな‘ってし＼る。

ここては、 この新方沙土）叶い、融雪差査中に存在する紆還の検出を行なうと ‘l もに、C:iP
の性要訊恥るため·'龍紘重液I分離屯施し、 GP検伍、、も各分画）こついて行な＼だ締屎、興
昧ある純知碍られfこのて、以千縦培1 る．

2. 言式料は. t也上靖］賢のよいJ:.し）による滉入ガ＼＇‘少ないと恩われる、賊曾庭む壼ん、 19Sl 拝
3 月 2q日、新潟県和叶市にて集めて使用した，殊漬t風乾後、記 1 に示すように、 2 分 l 、
一方は重液l7],甜（ブロ毛ボルム十 15 ％エタ／ール，比重261応2位／，以下 1司重液使用）にか 1ナ

棗心分裏鱈後、：虎殷層と浮遊層に分裏住した， 使方ば電紘分雌（木嶺、ル頁斜 15 ゜，計傾斜2)'' 電流
6 A) にかげ、磁石 1：：：付着する強組性のもの 石詮性を府するもの、厄紘1生のものの 3 通り
に分げ、硬に各々t、上並と同様に重液分鎚によし）、重軽／分画に分げた。各分画にあ‘げら、
~Pt放身打訊·59.F としーけ食出定量するだめに．検出村として自愛母板を）利ぃ． 5mn外Lを府す
る心'/.. I幻nm形状て扉さ I.5叩n のばリエ-1· I,.. 

：板を）よ＇）つげ．この穴の中へ、 各分画

の残］査も知嶺し｀ tう l 枚の白＇雲母ては
さんて、全佐危J＼・ラフ (IL ム包装 l 固定

した。各試糾を仮，）：ナ袋にま寸入 l 、原

今炉匂戸照身寸＼た．照射は 武歓工大
原チ炉の百＇）ングを用い 5 峙間（全熟中
性子フルエンス： 2.7 X I がも玩う行な＼ヽ．約

¢ヶ月朋冷却のあと各自屯母についー（、

強況(No2)

戸—匡亘互町；象(No3)
況 /No.4)

亨ー［浮INo5)

`：□゚：］
況/NO.~)

浮 (No. q) 

回 1、融晉斜涜試料の電乱ぉよび重液分筵

はしもとてった•あちゃぎよ 1 あさ・たが 1よしつよ＼ そと）よや I 1:: I tし
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H 戸によるエッ手ング処理t行ない、庄応した和碍の厖見窟を．光摩顕徽鏡召貧→た。
3. 試料No. 2 t. 3 から得た．和晶 I＼゜ターンを @2 に元す。仰中に残留する核分製l生枝

種に由泉する伽．fr）よ．丘P に中心t盾する特徴的な鵡謬トラッり｝＼゜ターン屯示しりお＇）、
ほぽ均一分布を盾する土壌由来、c 恩，われる均—蘊和からは、 Iょ，きりと区別すること h\‘•
俗来る。斤否恥違程に比 l "l..熙限厚みを消する個角の、放射ォ灼和心、数の祖度）よ． 各分画に
おけ砂P粒チ濃虔 □関逢しており、放和訊幻心、の卜うミ／り穀そのものは、 GrP当＇）に含まれ
る核分裂性核種量と粒子の大ぎさに密特に関蓮 L ており 図 2 からも明らかなように、重
液／分筵叫沼屎、呪骰しだ 111 面がら 1ょ浮かぶ層に比庫をして、高＇約度の放炉訊叶叢を得に

化の分画についても、闘傲鏡下て、 6P 由業の放炉邸怜侃恩茂t
観割 l 、表 1 にまとめておいた。この忠度と、）叶いた重液の比

重からの重軽両層の仮’定慮度（それぞれ 3,012.b3•C⑰-J使用）から
単位咽量当りの年、濃度を見籟＇）表 1 に記した。 この紹果、明
らかに重ぃ分画に 2吋倍の年農縮ヵ＼汀まじておリ、大街分の 9p
は．その忽度が 2、'7以上てあることが｀刹 8月 1 に残潅重童も考
慮することによ＇）、総，鉦P教も各分画について成めうるのて疇、そ

”屎屯もとに、 各分函中に府在する計嗜女の割合を見箱，てみ
た．結畏として、電盆／ガ咽もからの．強盆）生分画に 1よ、 501• 以上
麟げ｀栢在 (-l おリ．揺l'生あ＇）分画を含めるとし匁／。にも朽当

すみ~p的になる e このこと I」｀絣P 自身、核虔験の際、 1こ．核禅顕
を包みこむ容器ヵ＼裔．i吃む府する鉄·を主成／'iJtするごとを沢唆す
3 。 よた強威性の分画ほど、かっ重 ll 分函ぽ以P 当リの卜う、‘I`

り数はタタ＜．裔農虔核分裂l’生核種合昼かつ拉 3 が大さいことか‘•
この史、語から船見宦されセ。 N。 1 試糾につき rr 、Put化沖的に分薙
l ．誘導F.ss.T.-. 密度をぅ5位 I たところ、甘成／かに 3噂以上の

屈 2 試粕がらの誘暮フ トう s, 17 1疇在 1 てお'). GP 中に高農危の □ 力＼．．病留 I て＼ l る可

かI ショシげI 7 /\°ダーン 往性が｀禾唆ざれた。庄た各分画に含~よれる長寿命核 I分裂庄成耽）

Wl No.2. （ぷ） N o.3 (呪5 号）の検出も行な｀ ｀ている。

表 1. 融噌残清からの各分画中の放射状トラック察度と Gr p数の実験結果
叩叱採取且 26.M().rch八.981 （新井市）

電笥惟·重液頒釦め
令分画のGP 近り't'I合試料No. 重量（~)泣拭助？虹lぷ）獣姐穫当＇）のfiP数（t)哉，l":rP放 No(, l ip:J池迅こ坊のi-化1令した

1 4.b 7.9夕 XI()2 3.01)(106 13.8x:10b 1.00 

2 0.31 /. 63 ;,< /0::i 5.47x 10b i.'f/ X ¥Ob 0.12 

3 1.02 9.12 X /02 3ふlx106 3.b8t 10 6 0.2b 

4 o.n J.30 X /0ー 1.b3X I Ob 2.13)(I Db 0.15 

5 0.68 S.Z3 x /02 2.21 X 101, l.51x IDb 0.1 1 

b 0.// 認I X. 103 竹Ix 1oi 戚7)(106 o.ob 

7 o.2b t .1奴／ゲ 2.33X 106 O.bOx 101, 0.04 

8 0.27 J.l,9xtOJ 潤X ¥Ob 1.53 X IOb 0.11 

q 0 56 仏ふ似／02 l73x 106 0 q7x 106 0.07 
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2S202 松菜 (1 年菜， 2 年衷）にお I1 る攻射紅の変勧

加叫硯管理協会 0籾可ぅ言日月 平井長冶
加吠了埋芍卸 百島 9、'1 辛 為島良正

I 、 自町

松業が方迂箪窃貿 2 よく 5農描すること l ;f朕によく知ら四：辛臭てー、あ＇），最迎戊丘硲• , . --—_ ーヘ―-----·一―ー― , 
克所）司辺の元二 7') ン 7.、キ訂票としてよく利用されている。 ところが｀一方，七二 7') ン 7`
—戊とレて 7 口人午ェ"/ 7 !.臼―；てみると分祈株関 I こよ.,て男‘., 7姐＇ l知直が碍·ら礼ること
もしばーし,i biる。シ爾者ら l すこ{J\屠炉孔取[ヵ珪広にあるし忍凡今セ]の戻冴灰2 ク丁.,巳すな
わち、松まに l1店い）年菜ヒむ、、 2 年東、 9守としてさら l こ石ぃ 3 井菜が｀あ＇），そrYl,ぞれの
朱によって 7 オー 1レアウト等が農締のチ系3 ヵゞ·遠ぅことヵゞ考えら孔る． 1足って）司り、場所ぇ｀林、
取した松棗-i.｀ゎ森）方文茅£疇が変わる。i 1こ百島らによれぶ棗輌坪（へ 7 噸分）に
叫叩疇ヵゞよ＜濃塙さJ-1.,.ることがわかフているl)が｀、採収か方法,:よって Icf果藉粋か取＇）
込沼量［こ差がねる． このことによ 7 ても農フ T成1知直が骨ウルる可肢性がある。
本研名 z・・心毎叩司一;;t.てき、において、 l 江象ヒ 2 与菜t 3’j々 1: 痒取して放身1月もぅ農度の拭軟

乞りすフた。 す「：蒙輌舒とそiVl.以外＾邦分の民較豆r,\;,,. lこ。 さら I:,年下仇勿及少｀宦氣中粒 3 の
呵祠も b 参老ヒレ直'J走レ Ts 。
2、 方法

松束l3 福肉約束区(/))司ーシて，き、 a‘毎）可 1和ヌレ Tこ。 ］年泉及な2 年菜tそれぞれ /00~200
, f和ズレ｀そのす~ //0°C,·乾点し T二。次 1：電気炉中叙0°C て）7c. 4 くレ、即分（ I へ 2 ｝）と

庄紺 CIヮてゞ亙径／ inck ｝辰之 / ~ 2....,... "'テぐ 4 ス 7 ンl尺ーに）王樟iレて北1走統料ヒレf二。／印・・斥分

が・ク？ヽ‘叶 I J直径兄叫ーかディス 7 とし T:..

済下午勿 13 ｀河戸叩雨水とダン 7 1: 1而集レ、和冬午勿とろ砥Z・・酋、い］森ぅ放について')ン-t.')
7.｀デン酸了ンモニウムー点益化コバ―，レト茨ぅ冗法によって放身す小笙物質t集が Tこ。 不洛巧心ろ玲
こ・ーとク so ゜C i‘灰、 4 ＜レ r: 後、沢晨変と合うててう史1走詞秤とし T•.

室気中粒子 13 7でラスフマイハ｀· -ろ紆江 1: 、エマすンテ'? - (soo且／如｀り） て•• 3 ～午日間

硝集レr該、シ知瞭—硝蛾凶記羨出レて 1)くて．．希釈したもの這1走詞料とし T二。

枚炉限のう卓’I走心幻096 ch 波高分析ざo t装術レ T：年Lr) ;f.浮甲知ぎo て｀｀行った。
3. 科茉
表 I に 2 年莱(/'/lj> /年 IO 珂堺取） 1 ： E,T る象騎句；とそれ以タI- 0,約分の放射直令畔濃度と

倉量か名l令t示、し Tこ。す r：表 21:)叩試料の菜騎卸とそ¢).、人？トパ碕改紅a" ("/4) 

t示し Tこ． これから判叶すると 7Be で ”“Ce 芹 1°3約 70 0/o が｀葉鞘句I I: ぅ農線して、｀ることが
わかる。 一方ク0k,3 華全夕本に年 1こ分布しているものと危えられる。呵様の年も泉が）耳菓
/J)ぅ見 1 走［：フ、、ても'1]られ 7こ。浪名ら I ;f :れと、 "Be や'..~c e I ;t I~ とんビが象によ？ t吸収 2
孔｀勺< t 3和 I こよって吸収とれる T：のて••あると考たた。 '”cs tJ菓(:よる吸双し 1恥・、よる吸
収がみるヒ思われるか｀＼象によって吸収されT：ものの 70 0/a 1 様によって吸収されたものの
5．％が東革相F にぅ農締これてし、ると 4反走するfJらぷ、 1981 年 I硫 1: お I ↑る 2 年菜の 1”cs,I

iっおかのぶあさ・ひらいえいし‘‘

しもしiの、）中さ• Tこかし 3 よし 3 さ
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約70 螂‘業によっマ吸収されたものて•あると］口走ぜきる。 このこと 1 ;J.、フォー，レ了ウトの
影堺と受けていない 1 年菜{7) '”cs;、農戻ぶ 6~ /7 pG/  kJ.'王程度ざみることとも一致する。

”r i「:1 J'翼 I こ I可手羨の考え方とみて l 'J. /9lると、様からの吸収が）王ぅ到町に夕＼、ことになる

ヵ＜、阜失とー玖しているかどうか 1 J不明ざある。

人［． 菓鞘邦とそれ臥外0)籾分の放知底ぅ農戻 (1981年/0河採取 2年茉，戸／に3 生）
7Be ,~.. Ce ''"cs 952r 'tNI, Sが1n l2S-Sb 知k を量 (0ん）

素鞘卸 ・ダ9930 ュ6?‘° 1790 gb0 {/.200 62 I、 6

＂紺和外 ““8 9 6 ? .27 90 1t3 , 
“S ユ／87 98、'I-

表 l. 衷靭靱とそれ臼卜の帝該沿放射餞含量 (198／年／0月1知謡蓑，％）

'1Be 心＆ 19'7 Cs q5み q以lb F4 Mn  1ヰsb “ K 

葉鞘評 6仔 72 S2 ,3 30 s 

柔鞘抒民外 .36 29 午8 87  70 100 100 I 95 

表ろに 1 且葉と 2 年葉にあ‘げる放身藷叫；罵度の経珂変ィ< tネレ T::.o /980年 IOJ可の中国(1'I斗亥
戻峨こよる空気中粒 5 への影響 1 J 198/年 b 月填まて冷免をそc,,後急羞誡少していt)力1•, 、 2
年ま3 その影響をよく反咲してし｀る。 1 年棗a 、 6)可叫年に成長tセ紅めたものt`•み＇）放的
角知濃度も数約い。／98／与 II ノ 12月頃）年葉のネ亥戻禁尽四17J方文身頂辺；農度がやや高くなっ
てお‘)、)司峙 1:::. 、 7Be!::.“°k (7)ぅ農戻ヵゞA屯の 9奇嗣 IC 比べ、て 2怜程度になった。フォー）レアウ

｝贅/Jl ；曽ヵU a. 7: I J生渭しのう切•生収＜等ヵゞ原因として考ぇられるが、 l iっさ‘)しない。
表 3 、 1 年菓I::. 2 年巣の攻射罪潔度の紐珂変4に（蛍泣pCr/ 弔屯）

み亥＃笠
I 'Ig／9斗耳 I982 写

ユ月 “月 5月/0厨 II月 ／ユ月 1 月 ＝日

nBe り38131、.SS /ら2ユ4S4`-o<> 1 l'l-6.6 ／1ユ9499ゲ、、72 弔屈 /06.S-.o 9ワI、← I I f2.3 9065.o 

/31'11-2 900.s 7IS9 eユ11-.I /0ヽ ?.o

咄Ce 89.2 I IJ3、 0 /12、/ /98、 8 /2?.3 //3.し /9/· ヽ ,07. !; 85、 I

々48.“ 596•9 5os.8 “°“、 2 30/.2. 3 ユ／、g 2. IS、 D ユIZ`8 ユユ7，8

13'l Cs 
/65r 6.S- 12、り 13、ｧ /2.$" 7、 I 11.0 ／ふ

ュ ?.O ss.6 S-7./ 3ユ、 I 6.0 ..l9.2 ユ“.o ュュ｀， U-$ — 

,2~Sb I $"、 9

ク 7`2 午3、 9 s“.2 ““、2 33、 7 SS、2 ユ::,.s· ユぶ7

64 Mn 
/ 9、 7 9./ ぢ /9よ3 “メ、 I

106Ru ヽ3. 3 3I.2 
3ふ 7

I•} Ru 
S、午

唸卜 心•7 I.2、 S

,3g、 O ／ oュ、9 ヽ 0 、 8 ュふ I ，、、、 g.e 

9C Nb 
ユ'I-.(, //?、 I

,“ュ?‘..9ヽ 
.>7、 I .:,9.2 / I、8

ュヽg.g 2/9.7 ~6と 6 ““`C ュワ＜午 I g、3 I“/7 ／ユ49

40 k ュ,,9.0 ユ 3 ←9,0 ュ 598.o 311午、0 “°73、0 ユ 0々/.o ノ833、 0 ISo5:0 ュヽoa,o

2ユJ '-/-.0 之 IS ふ 0 ュ sa 名0 ユ373`o .2599、 O .2.I9go 1900.0 ,7.2、 .o ユユ 77.0

.l::.f支：）第墜
"足：乙知東

今町研兒で、 I 与菜と 2 耳菜心呵らかに区別して兎えなげれ l ぷならない：：： l:.と、ある

叩陀につい-Z: lさ葉騎吾和没渭逗1象i-).. J:.に尺さいことがわかった。従ってモニタ、）ンプ 1 こ
酪 v 乙 7 ロスナェッ 7 を行うjl寺 l l 、このユ，き、と考慮しな I ウれ l iならな\,`。討論全 z立し珂
叩年9l妃逗もあわ℃て苺及告芍る千走ざある。

丈躯 l) 百島・高島、第 23 回放身寸代考印命令十誌集p 60 、 1808 (知、 I臼）
2) 百島・も本・尚島、算.25回故的に多訂言命全千稿集F''qg, 3Ao5"（筑波．冴Bl)
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2S203 環境中に存在鱈放射性扱柾の定翌 (8)
中国核実験によリ生成ごれた中性謬這麟疇社
0 小島貞男（名大齊）にー）゜もンター），古叶路明（あ大硬）

1 曖境中に存在する枚射能に関連した問題の垂要性は近年ますよす増している。我Q
は 1973 年以呆種/~ 11)環境試料中の放射性核種の定量左続けてきて＼）るか‘I 灼くの試料か
ら核分楚生成物ととも 1こ可玉戸MR,`YJ 57＆，咤。160らなどの中性う誘導枚射性核祖訂紅し
てし）る。こ汎らの夕9 くは生体に東要な元桑ごあリ』枚射練景舛g(J)面から興味O`91隷火る。

今回は 7976年以降の中国核実験によ冗却杖士れた扮辛放射性校梗について大気浮迅じん
試利IJ)月り定結果にもとづま級皆する。
2 試料の採取l邸5古屋大堂．I里挙部／＼館昼上にあ1\) てあこな））採取装置としてハイ・
ボ‘1) ..Lーム＇エアサンプラー左固）た。フィ lV ターはグラスファイパーア紙定使用し I
7~3 日間にわた） ！知0~ j-oo四必の大気互通したっ如（Li)手導体検出器1こよ V り線入
ペクトロメトリ一定おこな＞た後に，メも‘‘トン級の熱核実咳があ1 となわれた峙の試料にジ
I\) 之 I J!;S'Fe の荀尉立詞た。嗜禄芦疇戸‘艮イオン氾更法によ＞ご履諷製した鉄り
塩紀吻 1こリン酸豆o えた後に乳叱シンチレーター左加勾液咋シンチレーシ9.ンカウンター 1 こ
よ＇）勺るの放射繰噸膵おンなった c
3 検迅定曼した核種包T叫e 1 に示した。浪康結果 1謬迅科丹諏舟の枚身訊も邊度Z｀麦わ
し Z ぁ 1)) 出Ce 己廷も力02.,てあるつ中国の大弘圏内核央咲は I97｛年 9／虹翡 (lf位）J
1?71年／1 月／ 78(2/l3)1 /777年 9I-=j /?8(2込 I~), n7み年3ガ／~8(23 ／ゴ），／ガ砂与—
/2/ij/1-B (2S国）および l 'Iぬ年 IOI寸／ ‘7a (2 バビ］）におこなわれた。丁心に 21こは認音
恥餅直匝どTe しの原口数叱左核実訣のあ＇こなわれた日に投囁し示した，昂怖渇、．：剥定と
試サた試料のすべてかク検出之れた。 2ぽl 't'.. 261竺l はメな‘トン腿疇違、突険乙＇しあリ9 .N-j;;/It I
亨e と蹄、（か検出口れて＼）る。それをれの住成核恥詞 1ま5芥e('}'\., p)叩n.. 1 邑Fe.(れ,2~げ厖

巧(71,2几尺yと誦定芯れFe および｀ Yぬ棗蜀0）、下社］に使朋之オしい） 3 ことがれかみま
た核分嬰やj住手による投反応こは吋喰／咋eの原子数凶jょ丘乙＇｀あリ／丁一ルぬ応の立中
性手による核記記ては 0. 0ム一ー乙＇あるこしから／ 2/ 図と 2りら］り葛）さ崚叫坦/)1/豆 6) 弩
与が大こり。 Jラピ帖培廼キi.Jトン秘, 22.. I―叫と 23 1王） 1よ紋＋ヤ u トン蓼0：紋属ご砂，
呪:'.o L芦か検広口れ乙いる。住成羹如誌 Iぶ珂-Wi（れ，四咬匂咤'Vi (·n、J..几y駕→乞，
弓砂（n，た）元這定訊， Niか＇誼蝉材約中に合ょ札こ＼）る。また 2謬濯阜唸1 こよリ
生成された誘専放射性枝旺ししこ叫b （手欧肌 6/」)か検出よずL··c. I) る。生成該反応ょ
ら扇il，りもい謳定さ八熟平1‘りふ叩喫立lヽこがあさにとを塁八る。従，之芦り）生
餃にフし）乙1 よ‘°!Vi (nノ刀竺o 反応に、1亡｀なく 1,'芦（れ，り佗。仄応かも号し．乙＼ I 認児杓

れる。以上孔てさたように鴨疇酸 1こよリ生J穴工iし1遠遠放叩墨王）避知）誌訊摩）

疇lこ依存しているが，｀のよ．う 1こ核疇知疇庚I..:.よう｀ご」しるl文iヽ＼t．も1，う。芍玉
も同様にJJ渇噸な技実岐ごも苓こばされが可低窃却｀茂1'), 1恥乞定あI こ各，―こいな）試的につ
いても刺たこ継説する子之ーごある。

こじま さだ｀あ、） 心、るも‘i) みつあと
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T心 1 大釦釦花じ’ん中の中性吝誂導枚肘性校積濃皮（砂／/oooば）
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Sep. 28, 1977 1.67(.35) 27.6(2.1) 1.3(.5) 3.7(.8) - - 167(4) 12.8(1.1) 
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* f条下じ｀ん試料で＂あ＇），試料 1こ含まれる板身す脱もた仕て＂表した。

丁吐/e. 2 誌導放射性弦積と呵至口の原吝数比（枚｀芙駿峙に換尊 Lたイ直）
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2. 9 (. l) 23. 5 (l. 3) 0. 7 (. l) l 00 173 (5) 

かっこ内は言t数言呉差にもとプく棟準偏差て｀ある。
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2S204 大領恩1吋妥実餓によ 3nM:nなぶ長寿命放紺性核種の生放につりて

゜（名大瑶） 古 I’J炉今咽・（名大アイソ I- ーフ゜・センター）

小島点男

.I. 大俵納内核兵器実誌（＝よって核今某生戌物以外にせ多くの核灰応生ぷ物か‘っく全中て

し） 3 。わ水．われ（よ大毎浮迫度中ガら ”Co.., J..,,Co., 吃”.n... ,.n-F.―など乏捻出定量 L 左ガし

9.:: れらの中性み銹瓶放知I生核種の企也(.::.已ダル乙．＜ z 夕 x/a4年） 労伍（3．ク XI訂年）

な x"o渇手令核種が生戌 L て I) .3（ょず｀ぜあ 3 。その生点量（む，クシずとも無訊ぜきない量に
な'}/ r、宇宙盛の地球｀上への流入蚤ち籾庭らなこ匂宇宙化学っ祝秒名（：：：彩笞乏牟ネ 3 伐凌 C :' 

逗 L -C_< J J ~，受わ北 3 。本執告て'(よグ．，砂｀およが’り泣n.. C7):ti!!.条へ切嘩下景幻色の行豆該

導故知 1•生核種の定量億紐））升して推定 Lた鈴果を靱告l.，天然汰糾·、ヤの；・1]')定玲果戸浜転
l：：：つりて艤、·,行す 3,

父．名古屋必心凌（ケ 3 た s の大気炉濃度は F1..'.51. 1 に示す述りぜあリ，~I 二疇（こヤ
国によ 3 核共孝実験が乙 1豆：：：な北て 9) る。，，天s ""環度｛ょかな•')変夜力 L て、 l 3 か＇；必

らず l t：戎少俊向をとってりな、二ぷ才‘'み力‘3 p •また長·多令pらは束宗（二杏（ナる冷渥to;;,
放射銀邊度を／97ぶ年力‘ら／タク？年（：：中たって吻定した結栗を幸諄 L て (l 3 が，知時l句

変化もわれキれの系§果豆＜一致 L て l.., るダ””れ／そs "'.)放身·1旭比はね以.,_ L に示
すよう（：：核実駿 07 .;i;.：：なわ北大峙·呉ぜク．／£ ~, 0．ク之0)．舵犀：：入..,てい 3 。ワ3廊（ま

伝（れノら）芦ヱ，元厄＜クッ戸ぇ） の核反応ぜ生点す 3 と考亨如ために
ぷFこの生広蚤を今オ（二 L て生点量ガ推定せを 3 。 #戸e. //3乞 S の放射紐比を 0．クさ

ちダク乙s り崎た羞を,Cl.紅元乙｀ K成-2,,Y -1.c.す 3 とデ丸ce.こ S3Mぇの生ヵ沿碩Iギ見乙

苫/.. （ヽ幻仮定すれば，勺3””m/'年下蚤くよノ．£ X/ク8 りたが 成ーシ＇乙なる。放身1熊に険

簿する¥ ｣ x /クず弓／元グl.ーユンー／に相苦 L, Bi砂一らが＇ネの必叩Kを分析 L て特た降下
量.J(2. ..2..土ク． 5ー） X ぷs 弓／吹ク2..-yー1 と（エ（よ．．ー以して，ヽ 3 。こつ一致（巧噂ぽ：：I由末
す 3 S3Mn り隆下遵ど核兵翠実験 9遠紅む吾が届程佼そ左 3 ：：三を示してヽ》ふ

3. ク必｀ （ょヽ久／、、（元 2 れ）反店、そ生ぷす；ぷ名えら在g •最近ゼ（よ“くこ 1只すよ放

紺圧核種より綱噸疇輝•のみ：：なわれた峙（＝へみ竣出すわるのて"1 年 I句I釘号を知

3 cry（むかな，｝厄 4汀む。このような核兵器宍卑（こ由末すJ 13でS 07量を認該実鱈芸（

13グCs の Ifa建定し』臼ご。と S似‘がI勾ど様な核叙、そ生成す』こネえJ ~,亘Lム

1.，二示す rで乙o//3クCs の放身績認: 0. ..t o 左和 l再 L てよ？ぷ oi考下蛋ガ紅蒋ぞきふ．シの

値は 3 X /a r 4凸ゥ心五ゾ＇（放妥．t，合｀）て$" X 互‘召／が五シ‘)どな，｝，琴
土 1こ金土出てヽ、 3 S今んな・ケ翌·力‘ら募ぱり這（6 X ，，ヽ-?-4/''べ五乙＾ Z／y•-I ン乙此転戸とl`

さいよう（こ，fゎいが‘，や（よ＇）考寮の対象二な項のよう（：：，男圧k, 3 つ ／グ,,£ "':年知（よ

現在の約／ 2 倍の放和·f:;綽呟度ガ和祖炉わ卜大：：どせ知シ中で 1 3 のて｀， 1見在よ，）ピ（よ 3 カ下：

志ぃ落下醤戎｀子発ざ土 3 。玖．在ノクぷ 0 年忍の磨下嵯·についてよリ喧ガ‘らi t 4ぎを特 2 よ

幻：：：検討中-i ~ 3. 

ふ 3 カ‘わみ5 あを こじま さた゜今
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T之b i e 1 函Cs に対す 3'ヤ性直尊放射性核種句放射維り比

核兵器実諭
/9 回 (~/0.2.J,t)

.2 1 回 (~3Mt)

22 回(~/cJ kt) 

23 回 (~10 kt) 

26 回(~ 1 M•t) 
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1り籐，古ヽ’ノJ小島 矛21コ枚紺．化学討漁合要店羞戸./,94 （／戸／• /,0) 

N. H.a.se/,e, T. Dヽ k~, J. K i. k匹A i., Y, TA Keu心，J．G-eor炉• re.s. 
廷 A.2?· fみクりがツ）．ゑ谷弁，串野，ケ幻梵菊池，追家 平位 1田大学

理エ荷報告矛九戟 r• 9I （／ク知）．

Biムプ°ち R. Che ぷ-s.e.ie t,ふ Cアクがら今． Le／ちJ.P. Men冗2SS と`er)
た・タク，社。, Earか4 アねnet". Sc 、.. 4e オt.,2:.l /O?  (/f?ク4-).
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2S205 関和叱才痢I 斥の吹rh· よび／む

（青 'r入印）不利秤紅い。斎桑厨虹比
鯰庚俊

序論）関県平舒パ扉賢訊瞑"/I}現］t揖べい I：：りかり心l’l わよ
ひ卯如這ぴ唸t吃s と量した。 IJ璃年レて¢復1K と東、点喝直和9nLrる
唸り介離・対応心訊皿畷雌和碕覆知 11 ンな知訊い、侶心
絋訊l勺1 ,Iンかl1`` f`、ン腹1 ン乏シりム哄息広t用いて行い、同一糾粁かり心02 核
棟ぃ紐町： IH釦 r：：占t rこスト n ンナウムのか離l：：わ‘いて 1] 、 1 ，レラウム含量がり v ヽ訊‘
粁の着合、 A 1 次蛉離心に1J Iレ釘ウムじスト u ンfウムの雅ljJ離と行う(iと｀冴食
街t印えてレ‘b 。
知7!.J唸ともハり消土這J. I I ごが 1 i rこ 11 Iしチ加、1J... 9が‘訳弁叩場合のJ..1-

U ンナウムと介阻介鱚のすゑぴ図 l·Z

l勺やす。

畔心77J臼ン）
I 

リン毛Il1.. f..9酸アン

毛ゴ松吸鬼
包紗）

訊粁· (100.fl) 

HCl (rH< l) 

7 

S?~Cぶ， F訂阻4み
N＾゜凡 Na~ C-03
双邸7ラ7~>)

I HCI 
四Kf紐（知m)
I 

Aし1月
I 比C.2-04

叫［
紐（紐°¢)

I ~cl 
X •-1J Iレ刊ウム炉か摯l 図 l・ゎ向叩

A ゎ訊

I (NHぅ）ュ ~03
叱殷（唸）

〈 z 遥間虹哀置＞
団 I, I 

加しジウムヽゞ・ 11rtJ:釦いク

訊叶

邸：（600 cー) 

I 山 I HNOa 
紅籾目

1')03 

国(、 2

さむらがん・ひらあな L みつ·さ~ I \::うヤう_:,.ゃiぐら 1 J L じ．•しぷやひでとレ
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訊枷採秋）印l 糸＂杭料 L してt !J,1 圧，•ぶびij r~,,, (J)印 I ;t(を珠椴し I：：。帆粁バ該
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0訊粁り
休取叱、屯

0..  60.f:.WI 
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栢県）栢泉ll) 4乃千 Iこ斥1 ・利 lll7k/~ 'f I J図 2 で元し I冴清91|r iぼし［：：訊粁であ
lJ. 

訊糾 喀r(r じ屈）

；り I 'fl J- 0、 0妙 1 (J./)06
,,, 2.脊f o.()I/.8 ェ o,ood

爪 3 午釆 /).(}23:!.(J./)()7 

µ尚月 0,(J301(},{){)7 

f §(ゼ"函入伶頂L) (}、(}(/.I/.エ 0.006

屹＄什C、'は）
O、 Oft 1 0.006 

aoo8 土 0.006
N.D. 
N、{),

o.IJS“.!a (J0$" 

訊年して、か 111\およひ涌ポ IOOL ，ぅ毎知I)£につ \,7 9()Sr ヒをふと企統的9 ：：：介離り
、しガ｀で 'r：：。そ L て定覆柿屎かり関東平粁 l こおIT 如和I ;/(_,肴水／角米乎のり"Sr み’Jび．．
元戸ヽ＇てい焦秒・
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2S206 柏適、メ＇」羽地成における最現試料中の 905.,..と咬sの挙勤

（新潟県公各研） 0殺内雙政丸田文え南忠員

柏喝、メ1国地成l こ !98>年/0月原、子灯発雹所が遅l笥予定であるので，そのための事約訊査
を行っている。 今回 lさ I C/ 80~198/ 年度に採取した試料中の 905r,,37Cs分析結果I：っりて
報告する。
言弐料として 1;!: 農直澤雇物（原乳，牧草~ノ大机枯瑶礼葉詞カレイ，アオサ／ホンク｀ワラ
魏，精米），松菜，陸土，海知鑓物を用りた。 試用の採取，分析疇臼紅叩続
畜紺I’生ストロンケウム分枷に， r 放射性セシウム介析法」に卑じて行った。
結果と店巣）
師いが恥、ちり中の 705r/ 137Cs降下曼由980年度ーで 1よそい‘れ 0.o/7 1 0， 047心心
であり， mes/ 90岱 I古 I、 6 であ 7 た。原乳中の 9o5r'/37Cs の年）町平均位 Iよ!C/80 年度 1よそれ
ぞれ／、 6, I ふ 7 pG:/又／膚／年度1i I、 6 I lf-、 o p C;/ .eであった。牧車につ l) てはオ紅璃
期により災った儀を示し 1 、)たが＇ 9o5rにつり 1 1ot" /その比放射紀（芦／ 5r) Iな l霰年皮
で 1な）司程度の値直てもった。 犬根様、音和菜翫‘'1か生聾覧あたりの 9o5r ヒ＇37Cs放射紀農皮1 cl;
虹砂方が‘詞位であったが 90Srの比放射熊について 1,l;.）可一言戊的根恥葉吾紅祠娃及
直でわった。 137Cs/ 90Sr 1i / 9 'tO年度介孔疇T'0、ょ6~o.6釘業辞で 1よ O、«S~ 0、 9/ であ）
りすれも唸r の方が高ヽ） 4直であった。精米中の 9o5rに用しては地、き，呵の 1ならつきは少なか
ったが,37Cs ばかな）ぼうっ')てりた。 海差物につヽ）て 1ょ、、す＇・れも農危物よりも低ヽ）放射
能北支で＇斤）、特にカレ 4 平の ?05叫：校武限壻玖下であった。 指根植物としてり松集 l戌
黒私のょ年象を使用したが'P7Cs v.:.)月してiな 8 へ 8} 圧／令とかた？ iおうつ｀＇ 7 、)た．唸y- l il"
均～ S砂pC,<.'/&1 の ~I目で，その比叫諜」につり T ，よ呼～ 3/ 的／呵とかなう足直
を芹、し 1 、)た． 陛土 1：：つヅて 1~ ..l::.層 (0 ～夕（吸）の方 b\、下凡（ 5~olO cm.)の放射紀濃皮
よう低かったが＇，これば表屠に 1窃渭分が多く，下麻 K Iな米5 上慣が‘多がったためと推足？
れた． 海瓜堆積物につ 9) 7 1ま 905団 LT.D 夏[ /98D 年、 19ぶ1 年度の柏師・刈羽池域の農畜海疇による内部

被ばく線蜃の推定値

~ /I 芦／胡乾で分析した試料の半勿＼が検
疇碍以下であった． 137Cs に）訂して 1'1粘

直分恥砂筒／かの試屈比べ/0イ吾経度高
直であった． 食品平の 905r と 937Cs ベ
ょぅ叫庫Iがく練量の雅危を r 環吃双射
緑毛ニク')ング叫莉す 3 指見浅ゲさ
行 9 たとこう I980年及で 1 -.;i 3、ふへ尼ダ年，

屑／年及か~ 3、 6 ～心／年と同娃皮り低
てあ') (表ー 1) 1 これを TLD v-よる豆円
伐受の佳（／'fliO 年及： ¢s.4｀心I 年皮

年度

/9即
年度

/9ぁ／
9年度

種類

葉菜

牛乳

魚類

海藻

合計

葉菜

牛乳

魚類

海藻

精米

合計

90 Sr 
mrem／年

2. 8 5 

0. 2 1 

o. 0 4 0 

o. 0 3 4 

3. 1 3 

3. 2 4 

0. 2 0 7 

0. 0 3 9 

o. 0 3 4 

o. 1 3 7 

3. 6 6 
(3. 5 2) 

137 Cs 合計
mrem／年 mrem／年

o. 0 4 2 2. 8 9 

0. 0 0 8 o. 2 2 

o. 0 1 7 o. 0 6 

0. 0 0 1 0. 0 4 

o. 0 6 8 3. 21 

0. 0 3 4 3. 2 7 

o. 0 1 2 o. 21 9 

o. 0 1 0 o. 0 4 9 

0. 0 0 2 o. 0 3 6 

o. 0 1 5 0. 1 5 2 

o. 0 7 3 3. 7 2 
(O. 0 5 8) (3. 5 7) 

終、 7吠）しじじゃ 3 しダ／。組及1つあった。 () 内は、精米を除いた合計

とのうらし 11'’ まう・まるたふ吋ゆ~.みなみただかす｀’
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大根根郡、菜邦の 905r と '37Cs の相 I司

102 

松菜中の 905r / /37CS勿＼析結果

地点
紐氏 (°/o) 905 .. 137Cs 

斜 比珈純採取糾目E:l 今合r
斥勺‘ r久 k Pら句生 s,U. pC;I知 C,u, ""給生 IOソ唸

杓［東雹↓荊牧地克内瑛) /9go, 7、 Iタ 1,IH- D̀ ib7 0,14-0 37Dt Z 22ot I /DOt 2 ク!'i: /, y. 紅？ 牛2. {), 27 

（克釆＼＼
- II 、生＿ 土ど！＿ 0ｷｷ, ｷ1--8ｷ3 -ｷ 0, 2 侶'I- 如．．0 . t _3 22Dt 2. if,O to,8/ え炉 0,33 ノ 2, 7 3! 0,0.JO 

脇）
乎均値 抒o t 2 I f4-t 65 3'/ 七 s-o

I I 37 O,IS 
2 20 t o t 1.7 t 7,8 i: 0,18 

1981, 7, 8 2 、 27 0，如¢ 0, 2絃 £—¢o t S /~O t I 的9 -t./, 9 33 t 0,7 22, ? 2$ 0,/$ 

II、 /0 I 、社 (),2?t {),とi•3 260 t 2 / -<O t I 23 t o,8 9,pt 9,}0 /tJ,8 2.S,. 0,08ざ

平均値 4-10 -t 2/0 /30 t/仕 坊t #2 2/-t. 17 
/ 7 25ｷ 01/2 

... !J-,午 -t. 0,7 t a, o<;.c 

麦3 阻土中の 90Sr, 137Cs 分析結果

採駁葬,~吋 展幻
qo 弓v /37Cs 

Cんs r 地 ‘占̀̀‘ pじ／伶託 叫じ／ふ在 p(,f匁灸 ぺり広知'-

栢玲中守田 19111. ?. 27 0~3(々 88 七う、〇 7、/-t. 0、2.夕 7/D-t I I 臼r. Oり 8, 07 

// §ヘ.,l O(吹 joo t 5 !幻-o t o,g 3必 Dt／え ／幻て 2 2,7 >

手可信一 /70 七／,-o ! I., 知｝0 ?7ー -t. ?I? 舒t夕f
ぷタ
士 3，多
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2S207 海水中の 239,240Pu の鉛直濃度分布Q存在形態

（金沢大理，東京歯祠--J!) 0 中西君竹井美智子米石）1\篤手

【 lすじめに］
空中祓実験によって大気國I::.放出されたPu. (23'!, 2.4-D和 ＄勺4-00 kCi.) 1さ｀大気痺水，

河）1| 水などを通じて海洋にもたらさ収る。このようにして海．JK中に入った和 1ごついて，そ

水力に‘のような存在形穏にあ'),短期的にビのような挙勅なビ｀ヵゞ観測される力遠研究する
こいさ、考洋における Pc./.の長期的な行方を堆渕する.t..i‘窒季な手が｀がリと与之るものと考

えられる。

本研究がま，フォールアゥ日沿ヵわ戎和l＜中でどのような存在形態ヒ挙動と示すかを堆足す
ることを主目的ヒして，外洋にお 1ナる 23q,2⇔pU の鈴直濃度分布を検討し，また，沿岸と外

洋の表面考lC匹＇｀の粒う吸着態Rの全Pu に対する割合なビを検討した。

【実験】
本研苑の中 Z`‘23?,2やp心農度の定世を実施した外ぅ羊の深度別考水Iょ，東大海羊研・白風丸

の KH-7'1-3次(i竹？年 6 月～ 8 月）およびrKH-82-1 次 ((?82年 1 月 ~3 月）の研克抗海 1-::.

おいて，東大苺洋研て‘縣l発された 250 ..t大量採水巻を用りて採取されたものて'‘ある。また
＇沿岸如（9よ，東大海孝研・大槌底海研浣包｀ノターにおし）て， 1980年 7 月～ 8 月に，大槌
逢の考水を海水耳むk装置も用いて採沸ししたものて‘‘, Jf又水装置ぜ頭上ザ｀ただ 1ナの堵区 900L
，およが取水装覆1:.連結さ収た密閉型考水ラ戸過装置ご‘弄過された海水900 必て’'ある．採溺＜

された考水試料について，まず鉄共北による PI,(の前環綿と存し>,次．し）て7知オーノ交喚衡詣
カラムぅ去による P1J.の化差分離および‘電着と行し＞，必線ス~7 トロメトリーによリ m3'I， 2や即

乞定量 L た。一方，外孝海水中の粒全吸着施Pu¢溶荏態Pりの分別楚昼なi::.:`と臼う目的t‘,

KH-32-1 次紘考におりて，海水取水装置によリ連急的 I::. 匁-.t:. Iゲ｀られる表屠考,:Jl<.E.'ワット

マプぅ戸紙 No. s41 (20~25炉人の粒うと保ゴ寺） →富士フィ 1レム・ミ 1 ロアィ lレターの知径．の

大きなものから）I復に通過（ 5)'-..... → f. 2 メ元→ o. 22.)'-吐）之it,さら I:::.A-~ぷにte -XAJ> 

-2 → Dow e.)(1-X~ → Dow心 SOW- X丘街脂床を通過之せた。フィルターロ街II該遠通過

した者水に対し'(. I~鉗求元を行い，また各—7 ~ Iレターと桂す脂床に対 L て Iな灰化」定行っ z,

各画分中の 23'?,2や和を上述の方法t'定量·した。なお，ー逹のフ~ Iレクーロ樹詣床を通過す

る考水の奉速Iむフィ Iレター孔淋旦＇｀の粒子の破壊および＇桂濁口項ぷの棧紐時閉なビ‘と考虐
し-z.'約 4仇L 匹礼ー1 t:..した。 このようにしこ処理された者斗〇邊 I古 170 ｛て｀｀ある。大槌

ラか辱堆吻 I：っし）t， Pい（皿m) およひ’'囮（V, 可）の分判定量毛検吋Lたが｀，そこて｀＇

lさフッ凡ラフタフ共和去屯用りた。
［結果し考漿】
1) 外李毎水中の函如pふ農知涙危硫 KH呼3 航海の測点， 30°oo'N, 145 ゜4-5'E,

におり這lJ足された 239，吟OPu..の深度分布と図 1 に示す。 23?,2やP心加農度様大公‘屯90況ヒ

700 ,m,.にあらわ几てし）る。同様の分布ハ°タープて’'はあるが｀，さら 1:::. ラャーフ°なぅ農度極大が‘

なかにしたかし たけいみちこ いしかわあっこ

134 



KH-8'2.—｛抗考の頭棘、ノ 12°od /J,

152゜ 301E （エニウェトック嘆

礁の西方的i000 に）での渠

度分布にあらわれている。図

i l＝乃られ 3 ような濃度桓大
が、海水表面への函忍0和痺

下の拒も大(fq sヽ年，f'f 6+.年）

に迂応するものしィ反楚するヒ

，心0~700 'WI..に存在す 3 P“ 
Iさ，平均約 30叫対の速度
む也痺したヒ碑楚できる。そ

L て，pL（ょ考水中の含這 1ナん

ぅ蜀粒主 I口汲着して北蹄．してい

るし推定される。 R·を担って

ラ如麻する粒主の比重］豆毎水立）

f. 1 倍い及足した場合， 30?1'1-

yv--fむ這するものの粒産1攻

的 5少砒t:.堆箪される。
2) 海水中の粒矛吸着態Pu の全PL に対す 3 割合. ~詞cャに存在する和 1さ，し'‘のような

劉合 Z’'粒}-l'::.. 11.這して V) るかた検対した結果，まず‘大槌痔の進水て‘'は、数ル処の粒．｝まて｀｀

包西」する能力のある苛戸過装翌t通過した時詠中の函如p四農度は、ラ戸過L なし立屯K0)そ
れの約 2'1江｀あった。粒虹ふ着應ぜあってもぅ戸過装置を通9 按Iナ 3Puが存在する乙考えら
ぃのガ，大槌逢の海水五‘閲少くしも 7/ 沿叫い牧炉心x.t..の粒互＝吸着してし）るヒ
りうことになる。一方外洋の表層水屯4-連繰のフ.., /レターt.. 3糧頬の樹脂床E_JJ/歎通過

さ七て得られた苺水中に 1太，何も通羞させて知帝l<..中の 23炉心氏邊度の 85％以上の濃麦
が弗l定された．沿岸率l<.. しク相羊奉水 Lゼラ戸過の方法が異なると,a;言え，粒和及渚態Pu..の全

p“に対する喜吟が沿岸と外孝こ‘'がなリ果なってし＞るこしになる。これらの結果1ま，今まて‘`

l＝他の研装者によって報告されてし）るこにと矛有ばし知直，沿岸晦水の場合，その中に

庭する Puは，逹戸‘すて｀に土壌栽3なビ'f::.3及着してしまったものが‘為いと言うことや，
沿岸考水中に 1古汲着幸牲の大きし吠立主が‘乃レ) L言うようなことが考えられる。屹しz.,外

洋考水中の PuIょ，粒｝＃噛懐への成着に関して，ヵ）なリ中っくリにした遜哀文’'及戻；が進拭了

してし）るものし推定される。

主ぅ婢考水中の粒丑D及着延P“の酸此状態 大槌速の考水におりて、粒主吸着態、科の
全P人に廷する割合 Iが 71 災j,x.tて'‘あるこし忘述べた必‘，このような粒知及着態政の酸知均§

を，粒手が＇北蔭して行く先の海底埠穣物中の政の酸妃状態も分判定量するこヒによリ推定
してみた。屹の結果，魯勺'12席の P“'ょ Pu （皿，W-) C:`'あるこヒカゞ臼）った。大槌考海水中の P“
(JI[汀）iますべ｀て粒3- r::. ll心 l てりるヒ仮定するt..，大迪疱考水中のPLのうち皿偉， W面の

もの（さ的507。以.t:. L言う推定になる。
本研克乞実施するにあたリ大変お世話l：：：なった、東大海洋浙「・白属丸の乗紐晨および乗

船研克者の方々，東大者弄瓦f・大槌浅知毎研克包｀ノターの方々に，厚く欧謝し）たします。

239,240Pu (fCi/1) 
0 0.8 1. 6 OEstimated del ivery 

0「~ : 1.4 nCi/m2 
.... . . 

官 2000ト・・ 。 Inventory in seawater 

; 
o 4000ト・

column 
2 

: 2.9 nCi/m . 
6000心；！9．‘；如··ゞ:.―‘‘’,;:-.., _o Inventory in sea sediment 

[30000'N'145045'E] [29059'N • 145000'E; 5880 m] 

: 0.026 nCi/m 
2 

図 1. 外洋にお 1ナる訊叫0訟環度が築度分布の一ィ列。

この渕点 Iさ， 太平ぅ羊の B 、与、（ 30゜ Nノ 14-7° E) の近ーく
である。
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o 2S208 1,農燒キのトリチウム濃度の；籾ぽ

（九火綬） も易創系． 0 中村黍要 高易艮正

〔序捻）
現丘卜＇）イウムし］ 過広のオ亥妥貌超原、のものや原 3 ガ施設ょり農虎ヤヘガ知仕さ札て、‘る

ものが 夭怒バ：庄成する童と IJるかにうわよねて、‘み。 i「：将来J:, 1 I レギ／ ：原tして核
融合閑発IJゞ進t｀につ札て 環境叩へ双歩、べれらトリチ、うム(J Jすjす渭加してい〈可罷I生

がわ＇） 放出され r: トリキウムによら人体への影摩の問題もす分考慮．しなげればfJ‘らなヽ‘。
ぞの「：の 規丘のi影免中にお 11 んトリイウムのレベル 及び分炉：ついて知..,ておく 1\[孝

がわる．
本的先f l1 犬厨l叶中のトリ手、7 ム：農度の項ぽぉj u ま 1訊材 土痕試科（：詞る卜＇）

手、うム：農度(/) IJ]、 1打t l9] なっ I: .J) 1 級多すみ。

（天練）
1 環虎試料の処姓

1) 渇 1k ，呵，'I 瓜降I）（第の 1 1 に 1J<..の形で稔丘している訊科 li 炒炎製の唇，芍成蜃を l叶
ヽ‘て完全（：乾国すんiで善、恐t'行ば、、 試料とし［：。 なお差，葛の前（：不苓物を乎乎l して
取リ除いてお、‘r:.

叫切試科において(J トリ手ウムとを祖水、分中のも(/) t組織終よか）＜糸中のもil)とに分

IT て取 I) 、1応f:。 試科（J邑臼竺釦鱈豆疇を用い 1 疇？,I[ f:。 含届•IJ\/1),ば
・・試科こ放置の間につ (T I：ドラ 4 1 4 ストう•·/ 1· によリ回収し I: 。 組織、念多念 7]<.. 素ほ．今

回罰し「：燃焼扱覆にJリ 乾む敬し「訊•お斗£双麻免、ペゼ J）＼として回収、と行な，f:。 扱覆
を国 1 にネす。 1約免扱盪ほ叩左が$0mm, 表さ／ 711,の知釆嗜と主ぽとしておリよ柑'1に賃ち
甲ぅ般の 1 うンジを局えている。 怒，瑶賃＇校部には芥克含燃況1Jヽ・スt綬几すみ I：めに 0$ 1,

匂金イルミずペレ—•I 卜珈採を誌のてあリ ・惑•I兄t灯fiうとさ l: ll ヒ- 1 -にj l) 250~?OO 

℃に1J噂しておく， j f：砥媒叱 1 絞il'..刀＼••おこんと企烈する(/'J 1―．剥政餞やかの塁潰 1J::常に

手エ、`I 7 してお、~. zs-o~ 300 °C に 4釆つようにすん。 熟，材t'f 箸’し月に(J N2 t O2 t •‘祀して
いるが その、；孔菱ばf Jl そ・れ 10- メ-'1 1·i鱈し［おリ 嗜内に囁1奇 1 ：リザノハーて・

混合し シリガげ｀ルによ＇） 1)＼分と旅いている。 拭科［まペレ、ット 1[ l ：アしス成形して ニ

、•J 1 ル 1反てつくったがートにのピて 哨の前師に、＼ Kし 外部ょ')1]0懇しで局火：ゼ懲焼、ベ
必る。 恣燻にJ l) 庄した 11＼分はドう 4 1 4 ス［ ：」し）田収と竹fJ｀う， 念悧 I）＼分‘わJリ梵も

焼＼: J＇)生し‘~ f: 1]くともに菱焙 E 竹fJ｀い試料とした。
3)J'...液試科にお、｀てもトリ手ウムと含局が分守のものと言，芍周徽灯乎のものと 1:/1], IT 1 

取リ械う一｀とにし「：。 含局水分 l1巽茫；束娑賓紋装置にJリ回収し 含角灯徽物キ(/)も(l)
ば 含局J1 1炭詞と燃現1 ることいJ')庄じf：が、とし 1 回収し「：。 国収し I: 7J¥[1. f Kl そ

れ慇，窃を＇iiば、、 5式科tし「＇｀゜

t -Lしjのリ消さ・なかむらやすのリ・ドがしjよしi :: 
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Pressure gauge 

Dry ice Inlet 

田／ 燃焼放置

2 ：｀則足

剤定訊科ほ 訊科 11<.. 4.0 戒［ドーダ A トシンチ‘J．．ール E X H 60 』を 100成のテ 1 ロンバイ

1,しに八れ孤裂し「：． 唄'1足 l: ll 低）く、‘/7 7 うウント衣k各シン手レーション1Jウン 7 -( 

Alol<.a.LSC-L Bi) t校用し 咽ぽ応科を放盪呼て一夜‘令糾し I：のち到足も硲幻•
（結応考象〕
表／に今回砕らiLI布鑓鱈 1. 河 I'）外＼の卜‘)イウム：農復ば4.0~/00必／“ポ直］ 1 E 

T:. 3 つの河 III によるトリ手ウI->-.濃度りも lJみられ Tjヽ九 Iて。 上氣，守流．和気で・
、りし迂、、があるよう1. lJあんが 3 つの冽 lII に夭逍し「詞（司 lJ.み、 'I:＼［なり＼った。 嬌わlくと
胡底J..fのトリオウム濃復に lJほとんt這ヽ、がみら YL -r-ｷ. i {: 2 つの吼）＼で(J咆の大さ、ヘ
．；兄＼ 1)＼量 羨乾翌牙が這うためにトリイウム壌虔t：羨 nゞ生じる可罷I‘庄があみが． レペル
的に (1 河叶ガくと同程度で｀ゎリ 呼l らが「↓｀羨というもの lJみられない。 海1K(I20必／'.n呈及
でゎ I) 表面屯J\ t屯底付近の海水とて｀ （ 1 吃がみられながっ I: 。 衛禾の含月 1K勿、中のト
リ 1. 、'Jム濃虔 (1 業 翁とも疇叩1＼とし司禾呈吸であ'). ~掬による這，いとヽ‘うもヵもみられ
fJ、1J‘った． しかし．組翁誌あ］＼糸におゞて ll 葉孵ともに含｀祖水／1J‘Jリ明らかに、考ヽ ‘l直が

得られに •I
表／

Point No. Sample pCi/1 Sample pCi/1 

1 Muromi River(lower) 64.4:!:6.7 Inubiwa(leaf f.d,*) 48.2:I:5.5 

2 Muromi River (middle) 105. 6 t 6. 0 Inubiwa(trunk f.d.) 43,1 エ 5.9

3 Muromi River(upper) 67.4:t6.0 Sudaji(leaf f.d.) 56.5 土 4.8

4 Muromi River(upper) 79.5ｱ5.9 Sudaj i (trunk f. d.) 52.9 土 6.0

5 Naka River{upper) 43.3"'6.8 Inubiwa(leaf c,**) 175.3 土 7.4

6 Naka River (middle) 84.2:!:6.5 Inubiwa (trunk c.) 9 1. 2 土 5.7

7 Naka River(lower) 49.4 土 6.3 Sudaji(leaf c.) 138.4:t6.8 

Tatara River(upper) 82,3:t6.3 Sudaj i (trunk c.) 117.3:!:6.2 , Tatara River(rniddle) 53.3 士 6.0 Water Vapor 72.5.:!:6.4 

10 Tatara River (lower) 13.3 土 5.3 Soil(surface-7crn) 34. 6 土 5.6

11 Doi pond(water) 73.1 土 5.6 Soil (7-lScm) 62,8:!:6.1 

11 Doi pond(sediment) 75.6 エ s.1 Soil (l5-25cm) 27.6 土 s.s

12 Hisayama(water) 62.0'-s.o 

12 Hisayama(sediment) 66.2 士 6.2 *f.d.; freeze drying 
13 Sea water(surface) 23.2:!:4.9 **c.; combustion 

13 Sea water(below 4.2m) 24.2 土 4.8
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2S209 犬孔キの成糸 14 濃度；｀助l 足払

（九虚） 。白島煎）多 高島艮正

（い·I環境瘤採協会） 私隊］厖 9月 匂知直痰

釦和［荻け疇往（Jiに畔吸I: ょ II l禾内に取リ込、iれ板漆とも I：らす。 級燒の移炭
を＄疇するうえて 行丘すみ乳訴I［萩肘疇程の湛疫ど和みンとがiす豹／であみ。
一般心の孔係状叔肝疇紅：Jる級燎を和る［：11")(:口野外沢い疇貯I1扉壌役t
和る 1疇があみ 0 :(/)埼な疇tfd` る 1亥程 l1 22？和、 ?SKY, 31-1,＇を呼かわる。 当研免

至てほ孔応Ii祁湯1材履種 l ：よる枝淡をt推定すみf: ii) る程の K 丸ギ l:r}{L すら荻粁l庄萩
紅殺展浮I足シ広の研免を灯ゥて＾「：。 2fl ＆と’.r Kr （｀一つ、＇て l Jすて（：級彦している。 1, Z) 

今回 l J 残る皇字f項種てある． ,H t'‘［の濃度を現'1 足すみ炉もについて訊虎t li.., f: 

(/)で級忍 1 み．

（‘戻 、隙〕 条詞発てt1.'HtJ 1)く蒸気 を（こ絨 l燻素TJ臼濱似分の荻桁寵を占めると

考え これらt対象とし「：． 二破耗涙‘糸t. 1)く分~を\5]呼油裏ごするぎ戎；として屯レfュラ／

シープによJ., 1釘集；広t校討し「：。
毛しキ土ぅーシーブ (M S) I J !3 X (加へ゜し、•I 卜状）を梗 1打した。 ステンしス製叫支局

萄 (70 砿 X ¢＄虚）に」リ吸知を'iiっ I'ヽ 。 MS の紅立 (1 M S を鯰め「：吸給萄とマーミト）し
ヒ- 7 -で？50°C l: J]噂し 貌象しf: N2 ガス~ soomt/～外の氣速て流しばがら竹', I: 。
紅庄 li約し胡間移戎 1仁 T: 。

I 級逍が剰足翡生し r: MS に尺気を吸引し出 9 におけら二綬几炭糸と．J］く分汲役を測

定した。 二糾笈化炭糸 l1 忠口で 3 ｣ £ャトうパ、I 7 に採取し Bo. (OH)z 苓成にハ 7‘') : 7 

させク綬化災桑と BaCO3 として；泥殿、ぺ也 r: 1交 透棄’I の Ba(OH)2 を虚啄で店這し :.-訊直

秦壌虔を 1< ii)「：。 亥、賊鶯におけるシ紅I'..成釈墳［要ば窪7p”1 てあっf:。 7)く分(J刀・- iし 7
i‘ゾシャ／ ；広によ＇）足望した。
MS(/) 兄てん滋成 r 1::r 6 終

(kgん） 1あ＇） 和謬笥追度

“二〇／2/（疇C)(16". 21/~) て吸引

し「:. MS に対すみン練AL炭

糸i 1K 分の吸術を移釘するたの u゚
沢の天絨を 1^r っ r:.
災綬1.-J)〈/1)＼と二筍し累保をし司

叶t：吸知、ベゼみ。炎、釦· 1k 勿＼

tシ 1) 1J 7 ，し（豚ヽ、 I: 1麦シ綬

几笈桑 r：・げを吸知、べぜる。

二綬几慮糸の謙遥紺線を図 1 (: 
示す． 1)＜勿＼ t二貌it'._度糸を綬］

奇：吸局でぜf：場合謙逸1J‘旱

U 

1, 0 

ヽ 0,5

。

0 : 実験 1

• : 実験 2

。 ー

2
 

3
 

u
 Time (hrl 

図 1 級逍面欧

しししiのリ 4）ぐ·ドがしi l しj‘ヽ．jつお1]\のふぁ:'--.しら、｀し T,1、お 1 l1 
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〈起＇） 吸知事d)、1]白も表< fd一つド。 表 1 に吸知窃の表さと吸峠想とかす。 表に x, ｷ-q 

ように吸局、合の長、ぺ(J約 3 釦 rd-｀リ 吸寿係敷し的オ，‘t「d-ヽフ「：。 襄賊2 ど行，f:粁 l1

虚見 If °c 町1湿足応／。であっf: ll\ 夭乳守rf) 1)げ分量がこれよ 1) 7ダ、＇場合も＇「 Iかあリえ

る． —、/J)「：の遺疇い鵡、ー皇（i,｀のJ]く分達で＇更動する。 1 の「、ーめ 日 5 /l)莉
l: ドう 4 /? 4 ストう、‘/ 7゜と覆さ外く分の一考］を取＇）餘へ fl んへ〈二綬几夜糸の吸店立と、洛
々す旅(: L 「：。 卜う、•I 7'(/) i鳥透 吸引迷戌 r寸ーと｀―て除f}‘れる 1l</``すると児われる
が か災応 l J Z 役lfl莉段卜う、‘/ 7゜て 90~ g5 •/. (/) 1)く分が尺乳中IJ‘ら餘1J‘れ r: 。 文、統‘2 (: 

ぉゞ 1 贅几原糸噂透が起つ「：崎でも 似口にお (7 I., 1］（分（'J 0 。/o （わリ 1]く分(J忍全に
吸寿、うれていることが砥穏忍うれ r: 。 MS から水分I'. ;:_綬化愛素の回収 l J吸，術萄を？50てに

加．懇し 彩練心がスをs-oo祉'/'min 流して 11, r: 。 敬夭の吸術t灯っ「：場合てし的¢んて多·
絞A t'..役糸 11く勿、とも疋量的に回収、べれることがわf]＼った．

脱痢、ヘゼ「：水分と二綬it'..農糸の国収ば(11 2 （：示す放覆で rr, T:. 1)げ分(J 2 段のドう 4

ァ 4 ストう、1 7゜て｀ 二綬l 謙糸［む夜株チ）系て‘令却し． I ： U 了啄で l刃収し I:. u 了啄 (1 創

般て ?0 ～ム07flCSんのシリガf‘)しを移め＇［いる． ＃呼間回収＇使 u1 啄キのi也の1J‘スを真
桑木シ 1゜て 1非乳；I史 7 うス、ラールを娑めた、救係チ、／糸；‘嘉及の卜う．／プヘ二綬几炭糸只汀．
二綬A I'..笈糸 lI NE N 紅のイぇ： 1 ロア／ ② CO2 に吸収させ沖1足拭料とする。 吸収 (1 JJ‘、う

ス駁(/) "及収成覆f灯う。 一、の仮覆［ 1 ::.-綬it'..炭象が吸収象及中t,)ヽう TJ‘名となって追迎し
吸収、へれみ株(: r↓ヽっている． 吸叫麟 !OOwd を放覆に入ハ トう．1 7゜中の二班几炭素を

1余'1 (:乳｛いし 厄ガfl\. -孔厄を起えるとバルブ.. t印ぅ吸収牧覆．へ齊〈． 二紙／梵几炭県ヽ

乾王が終7 F ら 出JJ‘‘スと卜うッ 7゜へ八バ戎って、‘る二綬iし吸糸を吸収象後へすへて導ひ

ロ、三[;1: (;;-:—又：口is瓜：三□：。口1
く様にし［:. 吸収愛 lJ吸収．落芍夜前使~の重量噂T}ツよリ永~めた。 3H(J回収し「：、水、“°戒 l: 

乳几シンチしー 7 - 60ゴ を加え現’I 定 \ 1 

Pressure gouge 
焙 l) 処f望て、ろん刹、屯

を局し＇（いる。 成係

: ：，；；，しー：ョンガ‘う

N2 The rmocoup 1 e 

= : 7 -による項'|足条け
問叢也牙も含のむ概

吝すみ．
Outlet 

trap 
trap 

l刃 2 二匂もし炭素と 1ド分の釘ば覆

り 桁糾回叙『閏予3髯鱈老、言累 P I｢2 ，の？口（ 19紛）
2) 約 ZS 詞只剪り区信！慇公老忌棗 ? ?00 (19PI) 
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2S210 大気中の 8勺＜ r 及び 133Xe の理捉

（九犬理）畠畠哀正、中村公方 （九大工） 0岡井畠雄
（九）f環境管理協今）白石直典，松同信明

我｀々口気体状放肘性核種によ勾睾量奇与を調べら目的て｀口認和鈴年以来大気が故射性
クリフ°トンの唄昧法の問兌及び｀開発しf逓I]走法も用いて濃度測足を行-,ており，昨恥本
討論冷にねヽ‘打l3和56 年現在の大気中の 8勺＜ r 濃度は20~22 pc;,／盃て‘、あらことを報告しf<
1). 今回は半痰期が短かくて原子力施設からの放出量(1 町< r ほと｀クくはないが、スリー
マイル島での事談のような喝合には大量に環境中に放出されて、局所的な環境汚和問題
となし放射注井セ）ン（：ついて措i集，分臨，検出法の店えを行い，九火構内やそ 0地の地
域におけら大気中(7) 8SKr 及び｀／33x e (J)凋 l足を行ったので報告する。
（実険〕
キセ I ンの楠渇:\1'7 1);゜トンの場合と同様1墳足1本窒素て‘冷却 L ;：池性戻／00をが最迫

て‘‘あった。 キセJンの哺窟効年1 :1:'キセ｝ンの大気中存むttが‘0.08/, ppm と小さいた
め， 7 リフ゜トンのオ甫集効率を求めたように大気 soo 北を吸引 l. 池性戻 l ：：オ甫集し↑：：キセ）
ンの量t‘し計算すしか去て下ぼ謹な頌も求めらことがて‘‘きないのて｀‘.次 1：：述べらす法で行
っt-:::. 1 式のがスホ）レダーに大気too必とキセ）ンガスふ叫しも入tl ，この混合気体を
装置て｀、捕集）分離し囁，熱伝導度検出器に接続＼t:レコーダ‘- 1 ミ 7 ロマト 7‘、ラムな言か
せ，キセ）ンのピー 7面積かい知応計算 l t:. B x /00(%) 

A (/ + o 、 0幻／ 0)

こ：て'.Al:tキセ）ンがス 5叫しを熱伝導度検出器に流＼て求めたヒ°- 7 面積， B ロJ:.
に述べtご方法で‘求めtてヒo_ 7 面禎であら。 捕集効率 1ゴ？ ? ％て’あっt:。
キセ）ンと他の気1本の分離（1, カラムの充壌剤として用いていらモレキュラシ→‘‘や活

性炭に対すらキセ）ンの吸着能t勺 l) プトンより入きいので‘、 7 リフ゜トンの場合より咄高
ぃ温度で行う 1灯要が‘あっ↑く。 カラムを—l,t.3℃の
エチレンゲリコー）レ浴1:: つけて，酸索，ア）レコ｀｀ン、
望索J 7') フ゜トン，メダンを 1霞嘉清釦↑：筏，エ
手レングリコールも双0℃の水に変えらことによ
フてキセ）ンを今離すらことがで｀ぎた。 （図 I
嗣召） シンチレータヘのキセ）ンの羞解11 ，ト
ルエンに対すし午セ）ンの落硝率が‘•7 リフ゜トンよ
りも約幻詠ぎ＼‘のて｀， 7') 7゜トンと同じ方法で
行うことができた。 、

〔結果］
大気 $001,を捕集し， 3勺＜ Y 及び‘/33x e を消l走
した結果を表 I. 表 21て示す。 誤差 11 ::t 2 グ(J)

q
」
<
)

5
 

a
s
u
o
d
s
a
H
 」
a
p
」O
J
a
i
j

10 

~-43·c- • 90'c--> 

゜ 0 10 20 30 り0 50 60 

口
05101520 

Elution Time lm!nl 

Fig, 1 Elution Chromatogram 

たかしまよし庄さ、ながしらぎ占ひこ， Lかいと山お
ししいしなおすけ，庄っ上がのぶ‘あぎ
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値であし。 九州大了横的て‘昭和
＄も年 9 月がし昭和57年 5 月まで測
足した結果かL,, ~s I< r 滉渡はほ
んのわずi‘上薯 L ていらという頒
詞が見け化が，顕為な含約変勧
は見しいながった。 り左情県の玄
海発馴同辺嘉度は，九大禍内
と同じて‘‘あった。
表 2において，放射性同位元養
も吸 e としたのは，冷、子力施設
砂放出さ k現在大気中に存在し
ていい思われら核種 l:t,半蹄湛月
を考麿．しtて頌玲、＇吹 e のみと考
えられL かして‘‘あら． 理］足i釦
祀本シンチレーションカウンター
で計逓ll l ↑叶直て‘‘）ベッ 77‘、ラウン
ド (10. I 土 o.3/ cp')'Y¥,) t似臼直
であし。 現在，狛置の前段を改
造L, 火気 sooo~ を捕集してベ
ッ 7 グラウンドレベル(J) /d3 Xe を
測足しており，、つの結果について
は言拝合なで報告す L 予足であし。

l) 第 2$; 回放射化字討言命令要旨
集

P 如 00 (I ? 8 /) 

Table l Concentration of 85Kr In the Atmosohere 

Location samPI Ing Date Concentration of 

85Kr (pCI m3) 

Hakozakl, Fukuoka Jan. 30, 1981 20,3 ｱ 1.3 

Feb, 19, 1981 21,3 士1. 2

Mar, 17, 1981 21 、 8 :t 1.3 

Apr, 3, 1981 20,5 ｱ 1,2 

Jul, 14, 1981 21,9ｱ1,2 

Aug, 7, 1981 21,1 さ 1,3

Nov. 4, 1981 22,5 士 2,7

Dec, 9, 1981 21.1 :!: 1.3 

Jan. 19, 1982 21,5 士 1,1

Feb, 18, 1981 23,0 t 1.2 

Feb, 19, 1982 21. 7 士 1,0

Mar. 24, 1982 22,2 士 1,1

Mar, 30, 1982 21,6 士 1,2

Apr. 14, 1982 21,9 士 1,2

Apr, 30, 1982 22,3 :!: 1.2 

May 13, 1982 21.5 士 1,2

Hato Cape,Saga Pref, Nov. 30, 1980 20,8 士1. 5

Jan. 25, 1981 19,6 ｱ 1.4 

Dec, 12, 1981 21 、 3 士1. 3

Dec. 13, 1981 21,4 t 1,4 

GenkaLSaga Pref, Dec, 13, 1981 22,5:!: 1,4 

Dec. 14, 1981 20.2 :t 1.2 

Karatsu,Saga Pref, Dec. 14, 1981 21. 5 t 1, 2 

SakuraJ Ima, Kagoshima Pref. Jan, 26, 1982 21,3 :!:1,2 

Table 2 Activity of1'"33 J Xe in the Atmosphere 

Location Sampling Date Act! vLty(cpm) 

HakozakL Fukuoka Dec, 9, 1981 10.3 ! 0,61 
Jan. 19, 1982 10,3 士 0,46

Jan. 21, 1982 10.4 ｱ 0,62 

Feb, 18, 1982 10.2 ｱ 0,42 

Feb, 19, 1982 10,3ｱ0,45 

Mar. 24, 1982. 10, l :t o. 63 

Mar, 30, 1982 10,0 ｱ 0,61 

Apr, 14, 1982 10,3 ｱ 0,61 

Ap r 、 30, 1982 10,l t 0,57 
May 13, 1982 10,2 士 0,59

Hato Cape,Saga Pref, Dec. 12, 1981 9,9 :!: 0, り5
Dec, 13, 1981 10,3 ざ 0,59

Genka L Saga Pref, Dec. 13, 1981 10,2 :!: 0,41 

Dec. 14, 1981 10,5 ｱ 0.42 

Karatsu,Saga Pref, Dec, 14, 1981 10,4:!:0,57 

SakuraJ ima, Kagoshima Pref. Jan, 26, 1982 10,2 :': 0,58 

M!nam□ta,Kumamo to Pref, Jan. 26, 1982 10,0 ざ 0,59

Background 10,1 ざ 0,31
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2S211 紐等炭質物からのC-l4年代、jだ用ヘ・ンゼンの調製と測定

（金沢穴穿 LLRL)阪.t翠？松縁

当施設て袖発、サンゴや貝化石など炭齢墟／ごついて 1195l2亀．Jしーチン化したをベンゼぷ皮
シン財f測兒法を、さらに木材等炭質物に適困するための研究を行い、これむ）得られた
知代測釦緑果を染んて親告する。なお、頷裂ベンビンの少々い場合のマイクロバイアル（
鐸5閏1) の迪用、あよびLSCのB印の嚢叡こつりて紹介する。
I)炭質物侃璃 •CO21絲集；拭料をあらかじめ 350℃前後f空気の流穴を防5十分炭

At3セたのち｀函． 1 に示す装置て..fルカリ光浄した酸素気、溌中約500℃で癌姥した。千
完全四（こJる一駿化炭素l'J、燃焼麿と）司時に加熱レf遥訛鎖カラムを通して酸似、出
て 3r：：屎係を磁諒酸牲K凡0渡滋て万虎きレた後CO2 を捐累する。ごの際、供、：去のようにCO.l
をアンモニアも吸収レ Codュにより炭酸虚とし、浜びCO.z.を廃屯、すせるので‘/3操作が面倒
なII)で、 Fig. 1 （こ示むうに過剰酸素の戒化を防5介つ（汲体窒秦て傘 n-C曲0H を統固点
付近む冷却）、 (01.をドライアイズどして直将捐集するごととレたo 冷卸用の飛体窒素
11500'"1輝ぜ10痢即刈囁給なしで連続便用て.,.9 る。この方去t祇藁自身や繰作中のコ
ンタ三を除さ、又拭料からベンゼンを調製する没シン法t·1;1、イオウ酸化物笞不純物の影
饗l1みの過程申に除けると危えた（ガスクロて朴検討）。 co.2捕集悛11従来のベンゼン合成
髪量に将統、叫le1に示す過程て‘‘ベンゼンを調製し r：：゜
立の炭質物燃焼•co濱泉による C→CO2 の収辛11、市尻紐炭l: Jる 2111：つ収

85.4Z 、 82.6紅わたo --般の試料ではコれよりみかけが収争(;J落ち知ぶそれl"J炭化
賠理不十分の試祖を基率 Lするためと思われる。 COi→ C2H20収率l1i雌豆渥を加、派レ
て Li QI蒻抹を防＜ z と等て｀、現在 l1弟に 901以上である。（湛→紐ば1項囀、0絹製と活
性化が（剤懸てあり、現在Ko点吸羞レたア）し三ナをりったん桁記電幻内中400℃並くに駿
素気浅中て浦l庚さレ、つらに真空ライン印て•300°c 加佐も性化レている。験素叩o息偲理を
施すと C2H2 (I)D/I.叫(1阜 3 るか·,も(/)後の真空注性をあより長（し過ざるし、かえブZ
収辛が斎ちク点に注意しなければならなり 2 とを終めr：：゜

：べ．．．．．．．．．＿．．．．＿．．．．―｀

` 
:,.  9 
9 9 
9., needle•l i ke cuo',  

1 ;, 
'"  i /9- —————
,、•: ----
9,  C•rbon i z • d 
\,'sample 、

`と- -----------• • ------‘ 

淡： iiquia n i 9909•n 

迎 n-p90py1 ・...,.,

Fig.1 
Conbust;on fu,nance and t,app;ng system of co, fo, mbon,ous samples 

さかのうえまさ{I),ぶまつざささかえ
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Yield~/.) Time(hr) 

C 02 •CO 
I • 400~soo·c 2 

60~90 3~5 

I' CaCー-3 _lfil.04 —• CO2 97~99 1.5 

][2C02• 10Li T,声凸C2 • 4 Li 2 ゜ 1.5~2.0 

83~97 I 

皿 U2C2• 2H20----, C庄2+2L i OH 1.5~2.0 

VaC natdailuvm st 
四 3C2H2 a X ,  c6H6 71~91 24~35 

Overa t!—-
66~90 3 day 

Table 1 



]I)攣輝訊涛の規屹結果：印．2 にその主なものを示し以下鋭明する。
沿M切歩追整偏這現場から発見され滋巳弗K角形木紅、酸処理n奴逸l釦レ
280:!37y紅ぴ得た。なみ、紅浪素"/\ (C2出OH液シン法）ノ原北~(C池ガス、ま）にJ
るクロス＋ェック 6 ，当研究壁の結呆を支持レ（：：。
ii)神戸爪°ートアイランド坦下 22.40m ぜ株収9れたヒ゜ートを、アルカリ処理による第1 お
よび第2 可渤紛、さらに和馘分とに分け測定した。それぞれのを年代11 、 15.240!25~
l5,500t3JO,, 15汲90£Jro どなク差l9みられなりりた。
bi)IB能美秘軌羞杭木の兜l定ては、囲lこ示すように酸倣理しか施さないと意9卜と侶い比放射
熊となり、さらにアルカリ・駿忽理を行うど高くむたがなお子想より伽）。コれlJ，枕木
の麒肛に用いられるコールター I凶fde““rbpl1 (/)胎去が不+分(/)ためと思われる。
一般に炭負試料に対寸るア）レカリ処理ば、二次的l：：：付1Ja した秀機物脈去のたわに行われ

るが，ii)几ように地中かなり系い場合紅）に示すJうな例もある。す力わら詞料に対1 る
前処理11 ｀個尺の汎糾ll)出所ゃ量l：：応じ適切に配慮．し rJ Iすればならない二とがわかる。
iii)昨恥夏、雷峨‘汗で発見された埋没林（渫度等所2参照）£、金沢穴地券赦知研爽
と協力して検討した。本試料（：：つりて 1a酸処理しか施うなかったが、菊水準的変勅からみ
てほぼ各当な結県が付られ r.:.o
m) 測定和和棟甘： 20,,.II<4 7}し、 B~PBD (JJトルエ堺紐I：：よる当施設のをベンも｀ン・

紀滋t十分な精戻て‘牙代を箪瓜ずるために (1 、 3, 程度ベン必ンを銅緊するのが望3
四が、祇料が少なくijしか胴製で、さなか？た嶋合、シンケレーター落浪を約1q111J加える
2 とになるが、てイクロバイ了ル（全容幻9) なら 4111I む紅0 Jc 2 て当施設でもその庖
瞑衡した（所 3) 。酌中にバイ了）しの様知示したが、 zの環’l妃tEG .2.40cpm．検
紐辛（11~21 の現’l定て••54沿競を得、その和1倍を呈乾の20ml バイアル党l兒と比較する
とかえ？てよしI::?, とがわかり、今後爽際の寮l定など｀ずさらに栴討するごとにした。
紅に加え、当研究施設使目の液体シンケレーションtJウンタ (Alok4 LSC-L81 20nil 

J947lレ専用改造望）その測史チャンネ)レ(/J設定とそのB6変動の様うなどいについで、当
日発表子足てある。

cp呟／g匂k
dpm/gC.Ho (specifk act;v;ty) 

Fig.2 
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2S212 落喋抽出法による海応土中放射性コバ IL 卜の分析

（日本分祈セ） 0森本隆夫室井隆彦 佐藤兼章 坂東昭文

ば者言）
放射性コバルト l這、＋力涜設等が 3 押出されぅ放射性枝種のう 5 最も代麦的fょ指棟板種

1‘‘ あ')、一殷 l~ Itゲルマニウムキ遵佐枝出界等と用いる機器分析法が今く行われている。
しかし、環境言柑科て‘‘Lt l) わ沖うフォールアウトに甚づ‘く存在起困七考え 5 れ、イ6 しべ‘／しま

での分祈が炎要又されていう。環境言式科，特に姦遠土中のコバ）しトー 60の放射化学分村に
吐乙して 1 オン交換分競ー 161\‘ ッグゲぅンドカウンターによる測定が行われて＼＼る。し

かし、イオこ交換分趨法はカラムのコンテ‘‘1 ショニングャ流遠の詞歴立 X0 分析1知 lこ時間
も専すうこt.'またコ l\`)L 卜の溶紐時 lミ細恥‘の注意で‘コバルトを取リ出さね 1i‘t豆ぬこ℃
fi'(_●｀頬槌て．、あ 5 。そこて‘｀｀ずきうだ｀ lj短い峙閉て←しかt守全に使用でぎう分離法が要望さ

れていう。我々は海産生物中の放射性コ l\゚ ｀ルトの迅速分析法こして 1 ーニトロ‘) -2 ーナ
フトール分雑ー衣鋒シンナ L ーションカウンダー痢定法につヽヽて、既に殺告 ')l f泣‘',、今曰

はこの方法む毎応土言1f科に応用し` 3夜体シシナし一ションカウシダーで測定でき 3 よう rよ
コバルトの分離方法について検討したの 1‘‘ 報告すう。

げ祈方法）
分析方法の慨要t図 I lこ示す。試料 l1磁雙皿に秤

り取＇）、電気炉1.‘‘650 °C.頂 mo 熙 l 有機物の分解

疇工言式料（ 1003 点t:t.)
I 650ーc 7 時町］0 熱
~N塩酸て‘1社 (2 回）

TBP抽出

I I I を行..,た，：毎底土の 8 N 塩酸抽出液には各呈の鉄が｀

存在すうため、 1007. T B P によ.,てこれを抽出院去

した。水棺の酸遭度 1 詞整後， 10 %Ti、 OA -ベンゼン
でコバルトえ抽出し、 O.l N t盈酸f逆抽出t行，た。
コバルトの I. ニトロ') -2 ーナ 7 トー／し鋒体t生

成させベン£‘ンて｀抽出した，このベンゼン相の、：庄争

のために、塩酸，水酸化ナト＇）ウム溶液、水酸化ナ
ト＇）ウムー塩酸t..ドロfシルア：凋液定 l'I負に使用

有様相 .,k 緒

有二：
TA0A1紐 (2回）

した。ベンビシオ只羞発乾回 L 残シ査を過塩素酸ぃ硝，
応｀／庁降俊，玖 T~OA ー トル L シf] I\‘lし卜を抽出 I 

した。この有椴旬 l＼｀イア）しに弁 l, P O P, DMP 有微相
op opートル 1 ン a nn え表ィ本シンチしーションカウン

有石 ，j＼相
巳酸(2.1!1)
水桔

I トニトロ'}-2オフトール
ダーで放射能さ逮'J定した。 コバルト抽出

（，結果し考寮）
1 、海底土討科の加熙久n埋

海底土に含まれ 5 有様特のため酸抽出ヤ化営分離
に影響すうこいがあう，この有機物さ分解すう方法図 l 分析方法の楓要

I 
液やシンナレ均シ
か芹がで3月り定

も 1) もt t,がお•もう l l たか u· :::..。さ℃うり‘ねあき・ぱ｀人℃、｀うしょうし｀‘
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● TBP 袖出後
袖紐雌

゜lO 100 

鉄の添nu量 (m1)
IOOO 

•コバルト屯＼ーニトロ') -2.ーナ 7 ト
ール釦紅‘抽出分離すう方法を検討す 回 2 I -ニトロソー 2- ナフトール
うために、鉄が共存す 5 嗚合のコ li`)し コバルト袖出 I~ おけ 3 鉄の豹誓＇
ト回収率の変化と詞べた。結果因図 2 コパルト 30序
に示す．コバルト 30代｝滋 /0~/000，，，，げ‘共存するこ回収辛 11 J OO~60¼ まか6 下する。これ

は鉄が‘匁量に存在すうためコ 1ゞ）し卜の l -ニトロ‘) -2 -1 7 1-- lし錯佐の生成定妨宮 L
ている L 思われる。そー、て｀鉄t l00え T B fて抽出院去後，コ/\ Iし卜屯 I -ニトロ') -2 -

ナフトール錯体て｀抽出し回収率屯求めた。鉄がso~/00~3 共存してもほ l1`IOO％の回収幸さ得た。

3 、化学収率
T BP 抽出後の丁入OA 袖出時のコ I(Iし卜回収率 1 1. o. IN 塩酸て｀‘2 回逆抽出すうことによっ

てほ 1f /00匁て、あった。 T B P 抽出， Ti O A 抽出さ連し｀｀てのコバルトの回収率之求めるため

l::.. 、鉄 I Jコ lく）し卜 50ド3 屯含も SN 塩酸容液!iOOmば調製 L た。これよ') 50ml と分取 l T ~ 
p抽出後コバルト足 I -.::..トロ、J -2 ーナフトー）し咽尤光度法て｀定量 L 、また残る 4如］を

T'B p袖出 TxoA 袖出後コバルトさ定量した。両者又tほぼl00各て洟足ずざうものであ

吋ミ。このことか釘毎店土(f):J;孟酸抽出液也ー却分取 LT BP抽出後守定コ l\` ｀ルト之定董 L 、
王たその残リの塩酸抽出液必 TSP抽出， T入 OA 袖出後安定コ lゞルトと定量·t‘きうため、
これ 5 の定量菌か 3 この分趨操作にお 1tう収青辺求めうこ℃が可椴 1、ある。

十．海庖工中コ lゞル~ -60 の定量
検討した分析法に従って海を土の処理さ行った。 その I f1')'C.. l ℃尼質海庖工言ず科約 /00 ~ 
屯秤）取＇），分枡した短果 l .t // ! 2.4 pCVI<~乾.i.'1~あった。 イオン交換分離ーイ8li‘、‘) 7 ゲぅン

ドカウンダー 1測定＼た径果はい2/し?r名斤江 T｀ぶった。将者が‘ャゃ為＼11直であうが到定

該差屯ぎをすうこ面巻 1よほ If一致 1 て＼＼うこ考え 5 れぅ．本分折の所要町Wl l埠｀科(J) 2品酸
抽出後油定屯て万9 5 日ずあった，

り佐證兼章ほか， R碕。boT喰5 I 竺, 285(I町~) LSC 

B り？叶，，，，

L6し 紅の江枝
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2S213 盗l＜所 o ョウ髪刃ヒ量

汝怠音 〇平費繹ふ向卓

締言放射性ョウ素町紅和｀は追k 吋誼化晟る危図蒻渇：生物活動ぅ彩臀汲戸
ェーおよび IO3ーイオンt I て存在す 3 争が知ぅれマおり、また守定ョウ素汐エマ店・よび
工勾 4 オン沼で海））（中に準平衡栽罠、マ存在すふ摩汲0 ?叱てりる。ョウ素が周p t 

って l直碍疇＇）、吊ぅ繹麟厄巧‘11; 代謝兎度は丈きく，従って長寿今げI 9 

みなうず短寿命＂ 1;;II Iりバ這産生物吝経由すか放紺性ヨウ索っ刈左‘に対すば放疇9L
棺曝屯考応す；ゅ和喝ぅ加，］品産生物，与這産彙 (z よ 3 謬J樗ヨウ希")t農縮比I ―℃
I.Oj一渭辺しV\差かあり））司睛（石度存すさ好定ヲウ希げ謬す汎l臀而っ渭度が放封
捏ヨウ素遺産急→ぅ咀蒻計も臀ネ与えぅ告も達項紐 I叶わ凡マ告た。従っ 7 、海産魚
によ汎放知戸ウ素外農縮保数を手測すうた1:1) I可ぷ）（中に放出さ中瓦汝肋性ヨウをぅ 1k1受
莉 9 がな夕ず．む存す 3 天然ぅ也定ョウ希 /"2 つりてり条々ぅ 1碍炉 I農復杖D i I浮疇
るが従まっ定遺法は 1夏雅であ））沿）りいウ定ョウ麦っ慮度ぞ摩野そ::0 9,) ングす 3 オ法
と 1 ては矛五当であ 3 。 こ＊ ；ぅ譴む序尻 (7 叙｀々は翫）（中っ勺定ヨウ素名側笥差盆 lz
祐易逸速 I遺昔す｝オ法を用をすべ＜宴耽オ続サてま戸灌1 位倅枠往劫泉ち剥）可す 3 溶硯
抽謬 1-z.より隻羞果が焦夕中戸で和告すも。
繹方法， 1―t. I.好イオンな分別定をす 3 にはII)す・れかーが直虔的tz反応す 3 1~ 

沼反応屯見つければ急 n ？であぅす「． こっ目的 I乙利用できウうな化 l累反応 12 つりて検討吝
加え芦兎錢．◎2ナ 4 オン Iでよ~ Iーイオンつエ2 へぅ面g化石応が存初であi苓乃＇わ冷り
、＝ぅ反応で生荻‘レた I2 を卜 lしエン這比定骨すi喜が打厖しなっ下。エーイオン屯酸
化す 3 互柔ぱ次式で示ざい、了なわ 9.

2 &2.十十 4 エ一 ~ 2CuI -/- 互

こっ臣知い＠2+ 手 Cuナう寸、＇テンシャ lしが 工2? ェーうちれよ') 1含(A 1-z. t荘］ 3 ず石igolz

麟心ゥぅは定れ｀し ECi/.い澄、道令なす 3 為に紗む（て C記勺オン 9 酌化稲ぁ哨炉り
ぅれう事によさかぅ豆考え＄水る。こっ亙元7を認し在 I2 1 /--I しェZ,, /2]か出す渇日よ
リ勺定ョウ表違出はできらぶ児tはできない。 I ーイオンぅ定全た 1ま！なごと舟定 I―
イオバ庫1年杵釈を利用しf.,.すなわ万 過席ぅ濃度 1"2-巧‘サ 3 1し差亙屁差租は反応す 3
物覧吋息い叫町 3 研袖 1含i農疫 T はこう法則が成立レなし） ［島菰箪国があ 1) 、 4碍 b 応
汀遍類、性隻 Iへよっ 7 ~っ渭度範囲 1本虔左 3 t思わ中るか代化 I予亙応ぅ坦祖よりも同位倅
拘欣効かか襄吾直屯さ博度節囲かあ 3 。 Iーイオンそ C1,1.2.ナイオンで I2'直＇化す
み反たではエー 4 オンぅ遺度が 0 ～姦平／'.f 1拉ゴ濯鱈知謁身がい葱であぅ乎
が輝如わか＞名。通常っ天似謳いをョウ素i農度は～io ,,.U,戸／l程度 7巧 1)'1 ぅ内
ぅ~Jij )ー 1 がエ―イオンと 1 て存在してし）ると言われマい 3 つて“：：う）可位悴為釈委戌哀気）
用して碕わ）（オ 9 1.ーイオンぢけ苓定量す 3 易ができる。全コウ表·ぅ定魯］は IO「- 4 オンを
今尤硫砂ナト＇）ウムがKi磨淡冬初えマ工― 4 オン lz是元レ，未反応" -tォ椋訪ナトリウム

ひうつ レサ噂 1 こやなぎ E < 

146 



屯碕稔で分餡レ在ウち、 m ーフ°D ヒ’1しア［しつール名加えマ Iーイオシて百たさせ 3 碁，2 $ 

') ()1-ア D IL'Iしョウ表ネ作1) ＆吋イオン店）月り在反すりがり司梯（て卜 Iレエン I濯出す
る。こ：：：でも）財謬麟碩な初用す 3 ことができ左。
輝麟．輝這＼）在ヨウ素ゥトレーサーは汽っ NaI)K麟疇い(,...ー脊古 B1:t

で I◊;-. ,jオンに面化した。怜つ他、該‘屋いが容塀 letすべて特秘もて名つ 3 ま使用［ち。
ま在．人工海＊と（マはフレミングう処オ □ Il て作っ石。護量線燻 3 在りにヨウ索フリ
ーのに這）KRKI)k 麟を加えて 0 ~6紐戸／ぃ詣々っ渭知高l心侶） これ l←
茫号ぅ I2S1―を1--•しーサーt (マ恥D I てテス1- i塔依't t h. o::. ゥ人工湿le /0 碍；ヒ仄O
ットで屁呵っ分液ロートに取リ、別に作.,マあ 3 のーフ° D ピ lしアルコー／し／卜 lしェン溶
液 (I ~ lo) 名 IO呵加え、更位 IM-Cかgeク ~c 隊迄屯／仇／加え右後 )o分）月J恥うす
る。遣が合蔵した後，叩fjから／m/ 名追］定用試磁肇 /2 取っマ／2夕I q力’｀ンマ綺げ計漁l レ
マ号サt数廷冷｀；ョウ告丑‘恥も吝い）る。氾直ョウ表定i用遺伍屁得 3 h'6') 12 

KI 恥げ紅疇麟ぞ用りマ条々謹々ゥ隠夜ゥヱ―以‘(/lは四3- 1 オンち含｝に海k
か厄）、危々ぅ 1謹知囀しで芍卜 L ーサー添1JDす 3 。こう人工海）（ IO 辺ネぬ仇
”慕 lコーf- I心 1) OJJ /H—焔ふ叩 1 i角加え 7 時々知うしなが夕汐が譴麟応苓
進行させ｝。朱反応つ心ぷoi各分解す 3 為,~勿V- hN03 な／仇／添加し．賄所垢ャ
うしながら 30分囚放喧レた後 のーフ° D ぜ！レアルコー／し／トルエン港液そ加えて 301}洵
括tうして I-,"っ鳴令t)司 r よう Ir鐸虚．多屯のる。
輝締屎ぢぃ·輝．回 1 tzエ― 1 九遺量

締を示す。湿l（り初1 範囲では Cu.2..+ 4 7 ンはエーメ0
イオンt百麟 l マ Iz 玄洛全さャるウマーエ〇；

4 すンが吏存（ても I ― 4 オ‘／鷹窟/-2.. 9 サ•條存す
シ令丘蝉疇 3 牝う。釦．巧鳴令 12 は同
位固紐紅 l迂1)比祓船知為し）ヨウ素幻わI
け上分配比が丈をくなるうで身汀輝石万った分迅
甑比ー｝農衡疇硯¢出 3 ．こぅ韮直量絲と協
（て l月 n 、士知試料 12 つ l) 7)司じ座 1t召9 ；豆令
汀戌も‘S 工―イオこうi息店も知る事がでぎる。 0、 I
図 10 麟乃｀＄比放身孔砂尤くなぅ祥．するわ万，
ェ— 4 オンっ濃復が低くなぷ拉惑炉丸くろ 3

r 掠t綿

事がわみ‘るぷ． 1―イオこっ恰V\罵危 l2 フ ,1 7 精 ゜ / 0 Zヽ 必 知 Sｰ  ‘゜
度~i灌肴象危名作戒す;J疇｛嗅＄繹作り乙印．ヨウ素因度デ／€
｀入す 3 t恩われうヨウ素ぅ豆直しい。し力‘しながり箪者；ぁ•菜成県、ぅ沿］丘箪l<
し花夭俗盗）（ 7・はエー 4 オンっ濃度が約／0/炉/..f柔i炉•本 3 っ 7J ：：ぅ濃笈簸囲 I？フり
マは：：っ定骨fまふ意複ぁJ: 1)・翡度斐 12 手分であら
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2S214 旦 PS と Ge （互浅叫ぶ占豆逸浙感知げ嗽・康打

鵡エ犬嘉祈 ゜和7照、［ 鈴禾章梧千什瑶司

／．緒名

L 印 PS (L～砂rty pAo珈 S序ばro勿匂）を乳 I に疇謬射，紀か紅1 ，尚
純度気手専和食虹忍か'/970 手バによって新＜叩茫ゴ小た為浙虹J妍Iいく｀狂’ずだ
然封すべ｀ 21打応噂 V \。加えて．浄J史の酔切召乙吸U叉／）、椅‘正妥 x ，捻：ズペ 7 卜，t/社具雑之
の応 Cた（ム｀）ねし和鯰忍くよl:.J 7嫁スベクト 0 メト l1 - Iiし•'-;PJ叩れて来FJ:JJ‘った＇：
所こ 7"松尺 I一よ、碁康麻砂もとして L E. PS と釦e （ら）検出埓にわ IT る釘『伶度の比鮫．

応紅、絲印拭莉↓タグ、、（行？に。
え、文験
□紐4 ；応） 2 迎l) {l)ず払（＇仔羞／た。(!)-口の“”えずレ，這紛k這IJヽ
レ、光浄斉·グのゲ、氣にか臥可 '“K 、⑤元手， n 紀直和荻だ9 ~/fo／／移応 7
aげ r痛応、?f、氏 1：：スコ・／ f f - 7· 疇りつ寸ゎオ沃であな。
ゃ賢、疫、打謬ヽて鵡パ炉をi史用い短府命棋稽かか利這恥む誓（熟心以：

l 、t;;x /0‘ユれ’処-ュ·ぷ／） r＇ 30秒狂Iい羹中・贔方命萩棲］か祈 1: Iすが衷史患帝（同
: う， 2 ;< ID 12 れ• C元ユ必グ）で＇戸呼間可った。

オた．光い霞に,'J.ぷて 2 mm/  X /S成勿（唇 z) tlJ高、叱度条、食虫忍t幻 0 ダ 6
”介．竹貶（c.AN8ER閉tfODEL 乞ゆう）をGf-)いた。
う、鯰屎
ふ莉移I'/ /J、ヽて骨りれた:t-r荻直げ叩彗汀屈‘呼揺渭｀仁肉により □年、終了時到 r•

パf釈手に姉｀正乙八た。、綺定の青をす鼻 I (、揺斉．命核役）及なねble 2 (平・表方
幻鑓）に手す。ふ炉り窪？入線I'Jダ砕 k 入線で＇，心しあがり 1-;J,応／した女Cl)、‘
kf3とあるo\ l J心，t k/32 外入、緑ヒ°- 7 縛心vヽりか疇‘度（ c冗／名'J)を成めたこ
とと羨•4豆。オの豚い、棗コパ’'- IC，い心むた 1まんえのi直である。
丁心le 1-:::,-a:、金（ムと）焦口忍こふクか祈怒度と日程涙打‘ずたば冴が吹上り磨度を肩する

と刹行で＇ざる元生，の__ぷ況イレた。例え I ;t"い Th l1A色エネル沢一のプ、線を利用すか1 i’’

因迅落で、距術 v迅迄Iこ介 1斤で＇iゐこしが‘'・介がり、府，広あク。
、人、梨と今折に利用するJ:.'r房慮．すべ'?、セ｀のひしつ，ず、梁？った釦バり司ハ、釦＼す

V- ,1 エネパ‘一の極め 1塁、メ線を放出レたリ、的噂遣々＇り互記）の爾鯰い、炉
エネ，パ｀一外迎、以'd,た入、f泉も板出すゥ贔合であな。昂の際に 13 ｀崩嶺峨、綬を稲iを、絶
叩、にわ寸ゐ又緑殻度］叩求めた。冴払ウの元全1 ｀例え,J'揺寿命坂娩疇 Se. l l3r 
ねJ Sl1 ，摩 Sr ，手である。入、製の乏ネ lパ‘'-i這、臼斎考としウにわず｀ v＼ず｀つ上昇レ’
てし‘くだヴな外で＇、解町の複雅之はあるガゞ＇マト l) ックスに寸，て 1J:プ線スペクト 0.x 卜

1) -7彼出不可能な該琥臼放ねv 、か狩に·；fo]用可貶であ乃ク。

ほん区てる叩を 可ず｀ 1 レょう．一．． ひう v ヽし；う U`

148 



T a b 1 e 1 

Element Isotope Decay Half X-ray Energy Irr. Sensitivity Distance 
Mode Life r-ray (kev) Time (cps/)lg:!:error%) (mm) 

Ag 108 Ag EC 2. 41m PdKA 21.2 30s 7.53 仕6.2) 30 

Co 60m Co IT 10. 48m CoKA) 6.9 30s 24.2 仕0.50) so 
CoKB 7. 7 

Cs 134m Cs IT 2.89hr CsKA 31. 0 2m 1. 51 （土1. 0) 30 

Dy 165m Dy IT 1.26m DyKA 46.0 30s 757 （土 o. 80) 30 

Eu 152m Eu EC 9.30hr SrnKA 40.l 30s 9.48 仕0. 57) 50 

I 128 I EC 25.0m TeKA 27.5 30s 0.576 （士1. 7) 50 

Sb 122m Sb IT 4.20m SbKA 26.4 2m 1. 83 仕0. 97) 50 

Th 233 Th B 22.4m r 86.6 2m 13. 8 仕2.6) 10 

u 239 u B 23. 54m r 74. 7 2m 63.7 仕0. 68) 30 

T a b 1 e 2 

Au 198 Au B 2.70d HgKAl 70.8 5hr 106 仕3.4) 10 

Ba 131 Ba EC 11. 70d CsKA 31. 0 5hr 0.462 （土1 ． 6) 10 
(131 

Cs EC 11,70d XeKA 29.8 

Eu 152 Eu EC 12.4yr SmKA 40.l 5hr 12.4 仕0.51) 30 

Se 75 Se EC 120. Od AsKA) 10.5 5hr 0.972 （士1. 1) 10 
KB 11.7 

Sr 85 Sr EC 65.2d RbKA 13.4 5hr 0.0120 仕6.1) 10 

Tb 160 Tb B 72.3d DyKA 46.0 5hr 5.30 （士0.95) 30 

Te 121m Te IT 150.0d TeKA 27.5 5hr 0.180 は0.52) 10 

Th 233 Pa B 27.0d UKAl 98.4 5hr 5.82(:!:1.0) 10 

u 239 Np B 2.35d PuKAl 103.8 5hr 82.3 （土1. 1) 20 

r 106.1 102 （土 0.91)

Zn 65 Zn EC 244.0d CuKA 8.0 5hr 0.165 ほ1. 0) 10 
KB 8.9 

1) S.HABIB,M.J.MINSKI J .Radioanal. Chem. 色~ (1-2) 307 (1981) 

／まんだてる中乏 ずす 1 しふうこ．． ひう、 l しょうじ、
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2S215 がウス関数叫知化 1-: ~ ~ ~緻又ベクトル鯖析

（京ナ慕手炉） ゜林践樹，小山睦丈

庄
環境放鮒熊そ禎反応生成油知他で．以繊咽包さ行うf泉．＂知湯合℃箕虹）．

荷電粒サ剰定に 1とエネルギー測淀疇給釦澳ゞ'o o{線違j走I-:.. I七現在の心 3. 辛
毒体族叩←t•お 5 5叫I).Ce 枷ier ふ lico 1l. あうヽ9 l土？ure 如匹叩仇 A‘＾とく和lS れ
うか”• そのエネルやー分培熊 11-.せ..,也....) ~I!; keア (atタ11-k' Meア）租であ~.

従っ-e..祖にア ILフマースペクト lレ~)史に I-;\. ピーりり弁8] が不可熊な二菫・三麦・・・タパい
ビークにとくお·日 1こかかう。 そう 0., た重なったビーグ叫籾訊'i. l --C.. ~Aふ孔
年 L ベクダ重がウス開叡 1-:. j. \知咄＇ことっ 1 ピーグの分維がわ 1夫ベヽ1 う。
そC1)院応J｀れ臼紐．非紐鍬l、2...身、法な 3 令法で．お 3lC ラメー 9 ー心雌かJ‘
飲イ象数も知の Ite吋i on のか記巖束ナ 3 な1肴淋も行う℃ヽ1 7 臼嗜 1-:.含t絹 l遺間ぷ力‘
かリ．珠合によ., 1 比lくラメーダーかガ'9 くなリ発蒙L --t l なうかう争をよく起こ‘Jう 5.
こ~ 1:\とこうヽJ 7 たite はti^ 1こい豆頂ほ li知．線彩化された差冠虹ぼI.
ー島的に力＂りば知這託おうもわ）もの 1•い。 (.I)

立
長lこ•”'皇ビーりも今ャンネ lレ 1 のがウス関数、の知

y(x) =苫 Ak •ex p[-~] (1) 

で来わす'l. 如 I~.

y (x+n) + ~ (-1) kaki3k •y (x+n-k) = 0 (2) 

で表灯され3 差J氾芍租式t奢民朽。 こ： 1- 丸，紅 Ii

CJ,k =L 廿 exp（与ー） (3) 
J=1. O 

Sk = exp[-7[2kx+k (2n-k) ]] (4) 
26 

1←おう。
こ~1:'.. N も的負ビーり領戚のデーりナ、゜イン＂久） Yにも双今ャンネ 1レ lぷ It')

カウント数X河r ~'l.がウス関数olぐぅメーグー Ak} 凡 11:. ;訊｀を驀小にするか1 う象
件1.涙史やい。 すなわも．

N-n 

Z [Yj+n +苫（一l)kaふ・yj +n-k『 =min. (5) 

j=l 

1-i.¥し t lヤき，こやよもっお
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旱
計蔦機て虔慮這釦ビーりの皇わ与ャ虹作り．八の値も夜化さ七-'(し）っ--{. J:_ 

記の針尋さ実行しげ）式ーの正の実款吊口．元の I＼゜和1..- 9 -Ak, 17k.名報｀めぅ'(_.有
効款勾守りの範囲t麟 1-:, —象h. 爪=3 社1 紅図に元す。
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泥表t li-.突榜、の ch却nel nllITI足r

11レか 1ぺりI-/レの得加控采＂椴告し伍燐紬i如atIon 法℃の比軟杓数も行う．
(I)丁． Muk。yama) N叫． Ins如11\. LMe叫s 且£.. c1,r1) ss3. 
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